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本
学
は
今
年
、
創
立
百
二
十

五
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
構
築

を
含
む
記
念
事
業
を
推
し
進
め

て
い
ま
す
。
神
楽
坂
に
新
校
舎

を
建
設
す
る
ま
で
の
期
間
に
使

用
す
る
九
段
校
舎
が
こ
の
春
に

誕
生
し
ま
し
た
。
工
業
化
学
科

を
除
く
工
学
部
第
一
部
四
学
科

と
第
二
部
三
学
科
、
さ
ら
に
工

学
研
究
科
の
学
生
、
教
職
員
の

合
計
約
三
千
五
百
人
の
新
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
化
学
系
学
科
の
集

ま
る
５
号
館
に
続
い
て
九
段
校

舎
も
完
成
し
た
の
で
、
今
号
で

は
、
九
段
校
舎
の
全
館
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
大
学
院

に
進
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
入

学
、
進
学
ま
こ
と
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
、

保
護
者
の
方
々
に
も
心
か
ら
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
東
京
理
科
大
学
が

創
立
さ
れ
て
百
二
十
五
周
年
に

あ
た
る
お
め
で
た
い
年
で
も
あ

り
ま
す
。
明
治
十
四
年
（
一
八

八
一
）
に
、
大
学
を
卒
業
し
た

ば
か
り
の
青
年
志
士
た
ち
が

「
理
学
を
普
及
す
る
こ
と
が
国

を
発
展
さ
せ
る
基
礎
で
あ
る
」

と
の
熱
い
思
い
で
設
立
し
た
東

京
物
理
学
講
習
所
が
本
学
の
起

源
で
す
。
そ
し
て
、
本
学
の
前

身
で
あ
る
東
京
物
理
学
校
の
卒

業
生
が
、
明
治
時
代
に
設
立
さ

れ
た
エ
リ
ー
ト
中
等
学
校
、
師

範
学
校
の
大
半
の
理
数
教
員
を

務
め
建
学
の
理
念
を
実
行
し
ま

し
た
。
第
二
次
大
戦
後
に
東
京

理
科
大
学
と
な
り
、
総
合
理
工

学
系
大
学
と
し
て
多
数
の
優
れ

た
人
材
を
輩
出
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
輝
か

し
い
伝
統
を
誇
り
と
し
て
、
勉

学
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
建
物

中
央
棟
を
取
り
囲
み
コ
の
字

型
に
配
置
さ
れ
た
南
棟
、
西
棟
、

北
棟
。
こ
れ
に
、
建
築
実
験
棟

と
部
室
棟
を
加
え
た
計
六
棟
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
改
装
の
コ
ン
セ
プ
ト

昭
和
三
十
年
代
に
建
設
さ
れ

た
都
市
基
盤
整
備
公
団
旧
本
社

ビ
ル
を
「
緑
豊
か
な
周
辺
環
境

と
調
和
し
た
、
快
適
な
都
市
型

工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
コ
ン
バ

ー
ジ
ョ
ン
（
用
途
変
更
）」
し

「
安
全
性
、
機
能
性
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
縮
減
に
配

慮
」
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

周
辺
環
境
と
調
和
し
た
黒
と

白
を
基
調
と
し
た
外
観
で
、
存

在
感
を
印
象
づ
け
て
い
ま
す
。

内
装
は
学
科
ご
と
に
テ
ー
マ
カ

ラ
ー
を
設
定
し
、
建
物
内
で
の

配
置
が
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
耐
震
補
強
や
省
エ
ネ

に
配
慮
、
併
せ
て
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
に
よ
り
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

■
授
業
計
画

神
楽
坂
校
舎
へ
の
移
動
が
最

皆
さ
ん
に
は
、
入
学
に
際
し

て
五
つ
の
お
願
い
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
ず
、
皆
さ
ん
に
は
、
受
身

的
な
意
識
で
は
な
く
、
自
ら
獲

得
す
る
と
い
う
能
動
的
な
意
識

を
も
っ
て
学
習
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
与
え
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
沿
っ
て
受
身
で
勉
強
し
て

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
学
で
優
れ
た
教
養
を
身
に
つ

け
、
高
度
な
専
門
知
識
を
習
得

す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
学
習

意
欲
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
原

動
力
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的

や
夢
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で

す
。
目
的
や
夢
が
達
成
さ
れ
た

小
限
と
な
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
配
慮
し
ま
し
た
。
一
般
科

目
は
月
曜
日
午
後
、
木
曜
日
、

金
曜
日
午
前
に
九
段
校
舎
で
集

中
的
に
受
講
で
き
ま
す
。
ま
た

工
業
化
学
科
の
皆
さ
ん
は
神
楽

坂
校
舎
で
理
学
部
第
一
部
の
一

般
科
目
を
履
修
で
き
ま
す
。
教

職
科
目
は
、
神
楽
坂
校
舎
で
昼

夜
問
わ
ず
受
講
可
能
で
す
。

■
教
室
／
研
究
室

教
室
十
五
室
、
ゼ
ミ
室
六

室
、
百
十
台
の
計
算
機
端
末
を

備
え
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
室
が
あ
り

と
き
に
、
人
生
最
大
の
喜
び
が

得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

第
二
は
自
律
す
る
心
を
持
つ

と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の

多
く
は
、
親
元
を
離
れ
て
下
宿

生
活
を
す
る
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
学
部
在
学
中
に

多
く
の
方
が
成
人
式
を
迎
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
生
活

や
行
動
の
選
択
を
、
皆
さ
ん
自

身
が
理
性
的
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
二
十
世
紀
は
科
学
技

術
の
世
紀
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
進
歩
の
裏
で
、
環
境
問
題

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、
人

類
の
未
来
に
暗
い
影
を
落
と
す

重
大
な
問
題
が
浮
上
し
て
き
た

ま
す
。
研
究
室
は
現
状
ス
ペ
ー

ス
を
維
持
し
、
学
科
ご
と
に
ブ

ロ
ッ
ク
で
配
置
し
て
い
ま
す
。

■
学
生
生
活

○
図
書

従
来
分
散
し
て
い

た
学
科
図
書
を
一
つ
に
ま
と
め

た
合
同
書
庫
を
地
下
一
階
設
け

ま
し
た
。
貸
し
出
し
や
閲
覧
は

七
階
の
図
書
閲
覧
室
で
行
い
ま

す
。
ま
た
閲
覧
室
で
は
就
職
資

料
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し
、
企
業

の
情
報
が
入
手
で
き
ま
す
。

○
食
堂

席
数
は
神
楽
坂
校

舎
の
約
半
分
の
二
百
五
十
席
で

こ
と
は
よ
く
ご
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
二
十
一

世
紀
の
科
学
技
術
者
は
、
自
ら

の
行
為
が
も
た
ら
す
負
の
波
及

効
果
を
常
に
念
頭
に
入
れ
て
行

動
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
者

に
は
、
幅
広
い
知
識
と
教
養
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
第

三
の
お
願
い
は
、
特
定
分
野
の

専
門
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
多

く
の
周
辺
分
野
に
も
関
心
を
も

つ
マ
ル
チ
人
間
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

資
源
の
な
い
わ
が
国
は
、
科

学
技
術
創
造
立
国
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
科
学
技
術
創
造
立
国

を
志
向
す
る
の
は
世
界
的
潮
流

で
す
。
科
学
技
術
の
発
展
こ
そ

が
、
負
の
遺
産
問
題
を
解
決
し

て
、
人
類
の
永
続
的
反
映
を
も

た
ら
す
と
と
も
に
、
そ
れ
が
国

益
を
利
す
る
と
の
認
識
が
あ
る

か
ら
で
す
。
こ
の
二
十
一
世
紀

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
は

平
成
十
八
年
四
月
一
日
付
で
、

諏
訪
東
京
理
科
大
学
長
に
片
岡

経
営
情
報
学
部
教
授
＝
写

真
＝
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
重
倉
・

前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
も

に
要
求
さ
れ
る
人
材
は
、
創
造

性
豊
か
な
人
間
で
す
。
第
四
の

お
願
い
は
、
創
造
性
の
涵
養
の

た
め
に
、
強
い
知
的
好
奇
心
を

も
ち
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

勇
気
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
社
会
に
役
立
つ

人
間
と
し
て
、
協
調
性
、
社
会

性
、
忍
耐
力
、
指
導
力
な
ど
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
日
常

の
過
ご
し
方
が
重
要
で
す
。
広

い
交
友
関
係
、
課
外
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
海
外
留
学

な
ど
を
、
積
極
的
に
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
第

五
の
お
願
い
は
余
暇
の
有
効
活

用
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
お
願
い
を
し
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
最
も
輝
か

し
い
青
春
の
時
期
を
思
う
存
分

エ
ン
ジ
ョ
イ
し
、
悔
い
の
な
い

充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

す
。
メ
ニ
ュ
ー
や
営
業
時
間
な

ど
、
神
楽
坂
校
舎
と
同
じ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
。
ま
た
、
自
習
室

や
談
話
室
、
憩
い
の
場
と
し
て

使
用
で
き
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
生
協
売
店

限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
で
す
が
、
神
楽
坂
校
舎

と
同
様
に
営
業
し
ま
す
。
旅
行

の
取
り
扱
い
は
神
楽
坂
校
舎
の

み
と
な
り
ま
す
。

○
よ
ろ
ず
相
談
室
／
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー

神
楽
坂
と
同
様

に
利
用
や
相
談
が
可
能
で
す
。

○
部
室

九
段
校
舎
と
神
楽

坂
校
舎
の
両
方
に
部
室
を
設
け

ま
し
た
。

○
屋
上
庭
園

西
棟
の
屋
上

の
で
、
任
期
は
四
年
間
。
こ
れ

に
よ
り
、
学
校
法
人
東
京
理
科

大
学
理
事
の
重
倉
先
生
は
、
片

岡
先
生
に
交
代
し
ま
し
た
。

＊
片
岡
学
長
の
入
学
式
式
辞
は

９
頁
に
掲
載
。

に
憩
い
の
場
と
し
て
芝
生
の
庭

園
を
設
け
ま
し
た
。

■
事
務
窓
口

工
学
事
務
課
も
工
学
部
と
と

も
に
九
段
校
舎
へ
移
転
し
ま
し

た
。
工
学
事
務
課
で
は
第
一
部

と
第
二
部
の
履
修
や
各
種
証
明

書
等
に
関
す
る
窓
口
業
務
を
行

い
ま
す
。

学
生
課
、
就
職
課
、
管
財

課
、
情
報
技
術
課
は
、
神
楽
坂

校
舎
と
九
段
校
舎
の
両
方
に
担

当
者
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

校
舎
間
の
連
携
を
密
に
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

○
証
明
書
自
動
発
行
機

各

種
証
明
書
や
申
込
書
の
発
行
、

追
再
試
験
料
の
納
入
な
ど
が
可

能
で
す
。

■
避
難
場
所

徹
底
し
た
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
ま
し
た
が
、
災
害
に
対
し

て
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
千
代
田
区
は
全

域
「
地
区
内
残
留
地
区
」
と
さ

れ
て
い
て
、
地
震
が
起
こ
っ
て

も
原
則
と
し
て
避
難
す
る
必
要

が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊

九
段
校
舎
に
工
学
部
七
学
科

が
集
結
し
、
学
科
を
越
え
た
交

流
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
工
学
部
の
更
な
る
発
展
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
神
楽
坂
の
そ
の
他
移
転

専
門
職
大
学
院
Ｍ
Ｏ
Ｔ
と
専

門
職
大
学
院
事
務
室
が
、
二
月

に
富
士
見
校
舎
（
千
代
田
区
富

士
見
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

理
学
事
務
課
が
、
神
楽
坂
校

舎
１
号
館
か
ら
外
堀
通
り
沿
い

に
あ
る
三
幸
ビ
ル
２
階
に
移
転

し
、
理
学
部
第
一
部
・
第
二
部

の
両
学
部
の
履
修
等
に
関
す
る

窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
月
二
十
七

日
か
ら
三
十
日

に
か
け
て
、
愛

媛
県
松
山
市
で

開
催
さ
れ
た
物

理
学
会
に
出
席

し
た
。
松
山
と

い
え
ば
、
東
京
理
科
大
学
と
は

縁
の
深
い
土
地
（
？
）
で
あ
る
。

道
後
温
泉
に
宿
を
と
り
、
昼
間

は
物
理
三
昧
、
夜
は
温
泉
三
昧

と
幸
せ
な
四
日
間
を
過
ご
し

た
。
▼
学
会
の
発
表
の
な
か
で

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
総

合
講
演
で
行
わ
れ
た
極
め
て
対

照
的
な
二
つ
の
講
演
で
あ
る
。

一
つ
は
、
光
と
磁
場
を
用
い
た

物
性
物
理
学
に
お
け
る
新
た
な

展
開
に
つ
い
て
の
講
演
、
も
う

ひ
と
つ
は
、
物
理
教
育
に
関
す

る
講
演
で
あ
っ
た
。
▼
前
者
で

は
、
光
や
磁
場
を
用
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
強
相
関
電
子
系
を
操

る
研
究
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ

た
。
極
め
て
鮮
や
か
な
現
象
が

多
数
報
告
さ
れ
、
非
常
に
興
味

を
そ
そ
ら
れ
た
。
一
方
の
物
理

教
育
に
関
す
る
講
演
で
は
、
近

年
の
物
理
離
れ
に
関
す
る
報
告

と
改
善
策
、
そ
れ
に
大
学
に
お

け
る
物
理
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
高
校
に

お
け
る
物
理
の
履
修
率
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
や
大
学
に
お
け

る
物
理
教
育
の
改
善
が
必
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
日
本
に
お
け

る
物
理
教
育
の
現
状
の
深
刻
さ

が
伝
わ
っ
て
き
た
。
▼
若
者
の

理
科
離
れ
が
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
物
理
学
は
相
変
わ
ら
ず
大

切
で
、
ま
た
楽
し
い
も
の
で
あ

る
。
総
合
講
演
の
一
つ
め
は
そ

れ
を
象
徴
し
て
い
る
。
総
合
講

演
以
外
の
一
般
公
演
で
も
、
極

め
て
興
味
深
い
発
見
が
た
く
さ

ん
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え

た
。
物
理
学
は
あ
い
か
わ
ら
ず

前
進
し
て
い
る
。
そ
の
現
状

を
、
ぜ
ひ
と
も
、
若
い
人
た
ち

に
わ
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
。
　
　
　
　
　
（
Ｎ
・
Ｙ
）

２
面

岡
村
前
学
長
に
名
誉
教
授
称
号
／
新
任
教
員
紹
介

３
面

総
合
研
究
機
構
発
足
／
平
成
18
年
度
予
算
　
ほ
か

４
面

産
学
官
セ
ミ
ナ
ー
開
く
／
平
成
18
年
度
入
試
総
括

５
面

平
成
17
年
度
卒
業
式
／
平
成
17
年
度
の
就
職
状
況

６
・
７
面
平
成
18
年
度
入
学
式
グ
ラ
フ
／
母
校
史
　
ほ
か

８
面

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
寄
付
者
芳
名

９
面

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

10
面

ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
研
究
員
／
私
学
助
成
　
ほ
か

11
面
「
理
大
・
人
」
／
平
成
17
年
度
学
長
表
彰
　
ほ
か

12
面

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
告
知

平
成
十
八
年
度
東
京
理
科
大
学
入
学
式
が
、
四
月
十
日
午
前
十
時
二
十
分

か
ら
、
東
京
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。
五
千
五
百
七
十
五
人

の
新
入
生
を
迎
え
た
会
場
は
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
満
た
さ
れ
た
。
式
は
本
学

管
弦
楽
団
の
記
念
演
奏
で
開
式
。
新
入
生
も
ご
父
母
も
や
や
緊
張
し
た
面
持

ち
だ
っ
た
が
、
期
待
に
胸
膨
ら
む
様
子
が
伺
え
た
。
竹
内
学
長
の
式
辞
の

後
、
本
学
合
唱
団
に
合
わ
せ
て
校
歌
を
斉
唱
し
、
式
が
終
了
し
た
。

長
万
部
へ
向
か
う
基
礎
工
学
部
の
新
入
生
は
式
後
直
ち
に
バ
ス
に
乗
り
込

み
、
羽
田
空
港
へ
向
か
っ
た
。
翌
日
十
一
日
に
は
入
寮
式
が
行
わ
れ
た
。

新
入
生
に
５
つ
の
お
願
い 

学
　
長
　
竹
内
　
　
伸 

　
年
の
伝
統
に
誇
り
を 

125　
年
の
伝
統
に
誇
り
を 

125

諏
訪
東
京
理
科
大
学
長
に
片
岡 

　
氏

九
段
校
舎 
誕
生
全
館
ガ
イ
ド

全
館
ガ
イ
ド

未
来
を
担
う
俊
秀
勢
ぞ
ろ
い
…
平
成
18
年
度
入
学
式
＝
日
本
武
道
館
で

平成18年度平成18年度

（年４回発行） 



東　京　理　科　大　学　報第 1 6 0号
【
理
学
部
第
一
部
】

◆
教
養
学
科講

師
　
武
村
　
政
春

（
た
け
む
ら
・
ま
さ
は
る
）

①
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
病
理
系
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
三
重
大
学
生
命
科
学
研
究

支
援
セ
ン
タ
ー
助
手
③
生
物
学

教
育
お
よ
び
分
子
細
胞
生
物
学

④
博
士
（
医
学
）
、
修
士
（
生

物
資
源
学
）

◆
数
学
科

講
師
　

刀
　
直
子

（
く
ぬ
ぎ
・
な
お
こ
）

①
千
葉
大
学
大
学
院
自
然
科
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
②

愛
知
教
育
大
学
数
学
教
育
講
座

助
手
③
有
限
群
の
表
現
論
④
博

士
（
理
学
）

◆
応
用
物
理
学
科

岡
村
弘
之
・
前
東
京
理
科
大

学
長
の
名
誉
教
授
称
号
授
与
式

が
一
月
三
十
日（
月
）、
神
楽
坂

教
授
　
福
山
　
秀
敏

（
ふ
く
や
ま
・
ひ
で
と
し
）

①
東
京
大
学
理
学
系
大
学
院
博

士
課
程
修
了
②
東
北
大
学
金
属

材
料
研
究
所
教
授
③
物
性
理
論

④
理
学
博
士教

授
　
b
柳
　
英
明

（
た
か
や
な
ぎ
・
ひ
で
あ
き
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
相
関
理
化
学
専
攻
修
士
課

程
修
了
②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
物
性
科
学
基

礎
研
究
所
長
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
　
Ｒ
＆

Ｄ
フ
ェ
ロ
ー
③
低
温
電
子
物

性
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
④
理

学
博
士

◆
応
用
化
学
科

助
教
授
　
大
塚
　
英
典

（
お
お
つ
か
・
ひ
で
の
り
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
学

校
舎
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

式
は
、
新
井
庶
務
課
長
の
司

会
に
よ
り
進
行
し
、
竹
内
学
長

研
究
科
博
士
課
程
化
学
専
攻
修

了
②
独
立
行
政
法
人
物
質
・
材

料
研
究
機
構
生
体
材
料
研
究
セ

ン
タ
ー
主
幹
研
究
員
③
物
理
化

学
、
コ
ロ
イ
ド
・
界
面
化
学
、

医
用
高
分
子
④
理
学
博
士

【
工
学
部
第
一
部
】

◆
工
学
化
学
科

教
授
　
大
竹
　
勝
人

（
お
お
た
け
・
か
つ
と
）

①
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
材
料
化
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
満
期
退
学
②
独
立
行
政
法
人

産
業
技
術
総
合
研
究
所
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
部
門
ナ
ノ
流

体
プ
ロ
セ
ス
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー

プ
長
③
化
学
工
学
、
物
理
化

学
、
高
圧
化
学
④
工
学
博
士

◆
電
気
工
学
科

教
授
　
岩
村
　
惠
市

（
い
わ
む
ら
・
け
い
い
ち
）

①
九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
情
報
工
学
専
攻
修
士
課
程
修

か
ら
岡
村
前
学
長
へ
、
平
成
十

八
年
一
月
十
二
日
付
の
名
誉
教

授
称
号
記
が
お
く
ら
れ
、
祝
辞

了
②
Ｐ
Ｆ
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
第
一
部
副

部
長
③
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

符
号
理
論
④
博
士
（
工
学
）

◆
経
営
工
学
科

講
師
　
塩
濱
　
敬
之

（
し
お
は
ま
・
た
か
ゆ
き
）

①
大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学

研
究
科
情
報
数
理
系
専
攻
数
理

科
学
分
野
博
士
後
期
課
程
修
了

②
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
講
師

③
時
系
列
解
析
、
数
理
統
計
学

④
理
学
博
士

【
工
学
部
第
二
部
】

◆
経
営
工
学
科

助
教
授
　
渡
邉
　
　
均

（
わ
た
な
べ
・
ひ
と
し
）

①
名
古
屋
工
業
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
修
士
課
程
電
子
工
学

専
攻
修
了
②
日
本
電
信
電
話
株

式
会
社
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
基
盤
研
究
所
情
報
流

通
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
品
質

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
任
研
究
員
③

信
頼
性
工
学
④
博
士
（
工
学
）

【
薬
学
部
】

◆
薬
学
科

が
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
塚

本
理
事
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

が
贈
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
岡
村

前
学
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
学
長
、
理
事
長
を

は
じ
め
列
席
し
た
常
務
理
事
、

学
長
補
佐
、
学
部
長
、
研
究
科

長
の
先
生
方
と
記
念
撮
影
を

し
、
岡
村
先
生
を
囲
み
全
員
で

会
食
を
し
て
閉
会
と
な
っ
た
。

＊

ま
た
本
学
は
、
永
年
に
わ
た

り
本
学
の
教
育
・
研
究
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功
績
を

挙
げ
ら
れ
た
四
先
生
に
名
誉
教

授
の
称
号
を
授
与
し
た
。
（
敬

称
略
）

◇
平
成
18
年
１
月
12
日
付

丸
山
　
弘
志
　
81
歳

元
理
工
学
部
長

東
京
大
学
第
一
工
学
部

精
密
機
械
工
学
科
卒
業

教
授
　
後
藤
　
惠
子

（
ご
と
う
・
け
い
こ
）

①
共
立
薬
科
大
学
薬
学
部
卒

業
、
筑
波
大
学
大
学
院
体
育
研

究
科
修
士
課
程
（
７
月
修
了
予

定
）
②
（
現
職
）
株
式
会
社
ウ

ェ
ル
・
ケ
ア
研
究
所
主
宰
③
フ

ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
心
理

④
薬
学
士

教
授
　
上
村
　
直
樹

（
か
み
む
ら
・
な
お
き
）

①
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
製
薬

学
科
卒
業
②
（
現
職
）
株
式
会

社
フ
ァ
ー
ミ
ッ
ク
代
表
取
締
役

③
医
療
薬
学
、
薬
局
管
理
学
、

社
会
薬
学
④
薬
学
士

教
授
　
小
茂
田
　
昌
代

（
こ
も
だ
・
ま
さ
よ
）

①
千
葉
大
学
医
学
薬
学
府
先
進

医
療
科
学
専
攻
博
士
課
程
在
学

②
（
現
職
）
医
療
法
人
社
団
聖

秀
会
柏
光
陽
病
院
薬
剤
科
長
③

昭
和
五
十
五
年
に
着
任
以

来
、
平
成
七
年
ま
で
専
任
教
授

と
し
て
在
職
。
理
工
学
部
長
の

ほ
か
多
く
の
委
員
会
委
員
を
努

め
ら
れ
た
。
専
門
は
機
械
工
作

法
で
、
さ
ら
に
広
く
機
械
安
全

や
そ
の
標
準
に
関
連
し
、
我
が

国
の
安
全
規
格
の
国
際
的
標
準

化
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
さ

れ
た
。中

村
　
福
三
　
76
歳

元
理
工
学
部
教
授

日
本
大
学
工
学
部
電
気

工
学
科
卒
業

昭
和
四
十
六
年
に
着
任
以

来
、
二
十
四
年
間
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
た
。
学
生
部
委
員
会
委

員
や
研
究
科
幹
事
な
ど
を
歴

任
。
専
門
は
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト

臨
床
薬
剤
師
支
援
シ
ス
テ
ム
開

発
、
医
療
安
全
学
④
薬
学
士

助
教
授
　
嶋
田
　
修
治

（
し
ま
だ
・
し
ゅ
う
じ
）

①
富
山
医
科
薬
科
大
学
大
学
院

薬
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
②
石
川
島
播
磨
重
工
業
健
康

保
険
組
合
病
院
③
医
療
薬
学
④

博
士
（
薬
学
）

【
理
工
学
部
】

◆
教
養

講
師
　
深
瀬
　
有
希
子

（
ふ
か
せ
・
ゆ
き
こ
）

①
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
英
米
文
学
専
攻
博
士
課

程
単
位
取
得
満
期
退
学
②
慶
應

義
塾
大
学
理
工
学
部
非
常
勤
講

師
③
ア
メ
リ
カ
文
学
④
修
士

（
文
学
）

講
師
　
横
田
　
匡
紀

（
よ
こ
た
・
ま
さ
と
し
）

①
広
島
大
学
大
学
院
社
会
科
学

研
究
科
国
際
社
会
論
専
攻
博
士

ロ
ニ
ク
ス
で
、
特
に
電
力
用
半

導
体
デ
バ
イ
ス
を
利
用
し
た
直

流
変
換
器
、
直
接
交
流
変
換

器
、
交
流
可
変
速
ド
ラ
イ
ブ
な

ど
に
有
用
な
知
見
を
残
さ
れ

た
。坂

田
　
好
一
郎
　
74
歳

元
理
工
学
部
教
授

東
北
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
電
気
・
通
信
工
学

専
攻
修
士
課
程
修
了

昭
和
四
十
四
年
に
着
任
以

来
、
約
二
十
七
年
間
に
わ
た
り

在
職
さ
れ
た
。
学
生
部
委
員
会

委
員
や
研
究
科
幹
事
な
ど
を
歴

任
。
専
門
は
電
子
機
能
材
料
工

学
で
、
中
心
的
学
会
で
あ
る
電

気
学
会
、
応
用
物
理
学
会
に
お

い
て
各
種
委
員
を
務
め
る
な

課
程
後
期
修
了
②
駒
澤
大
学
法

学
部
非
常
勤
講
師
③
政
治
学

（
公
共
政
策
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
、
市
民
社
会
）
④

博
士
（
学
術
）

◆
建
築
学
科講

師
　
兼
松
　
　
学

（
か
ね
ま
つ
・
ま
な
ぶ
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
建
築
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
②
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
助
手
③
建
築
材
料
学
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
④
博
士

（
工
学
）

◆
電
気
電
子
情
報
工
学
科

教
授
　
楳
田
　
洋
太
郎

（
う
め
だ
・
よ
う
た
ろ
う
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
物
理
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
②
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
研
究
所

主
任
研
究
員
③
情
報
通
信
用
集

積
回
路
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
④
工

学
博
士

◆
経
営
工
学
科

講
師
　
堂
脇
　
清
志

（
ど
う
わ
き
・
き
よ
し
）

ど
、
こ
の
分
野
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
。熊

谷
　
輝
雄
　
67
歳

理
工
学
部
教
授

東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
機
械
工
学
専
攻
博
士

課
程
修
了

昭
和
四
十
四
年
に
着
任
以

来
、
三
十
五
年
間
に
わ
た
り
在

職
。
評
議
員
、
広
報
委
員
、
学

科
主
任
な
ど
を
歴
任
。
陸
上
競

技
部
、
ス
カ
イ
セ
ー
リ
ン
グ
部

の
ク
ラ
ブ
顧
問
を
永
年
務
め
ら

れ
た
。
専
門
は
流
体
力
学
、
特

に
マ
イ
ク
ロ
ハ
イ
ド
ロ
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
で
、
粘
性
流
体
中
で
の

微
粒
子
群
の
運
動
の
理
論
解
析

や
実
験
に
よ
り
研
究
業
績
を
あ

げ
ら
れ
た
。

①
東
京
大
学
工
学
系
研
究
科
地

球
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
②
財
団
法
人
地
球
環
境

産
業
技
術
研
究
機
構
シ
ス
テ
ム

研
究
グ
ル
ー
プ
主
任
研
究
員
③

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

工
学
、
化
学
工
学
④
博
士
（
工

学
）

◆
土
木
工
学
科

助
教
授
　
寺
部
　
慎
太
郎

（
て
ら
べ
・
し
ん
た
ろ
う
）

①
東
京
工
学
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
修
了
②
高
知
工
科
大

学
工
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
工
学

科
助
教
授
③
交
通
計
画
④
博
士

（
工
学
）

【
基
礎
工
学
部
】

◆
材
料
工
学
科

助
教
授
　
菊
池
　
明
彦

（
き
く
ち
・
あ
き
ひ
こ
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
工
業
化
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
修
了
②
東
京
女
子
医

科
大
学
先
端
生
命
医
科
学
研
究

所
助
教
授
③
高
分
子
化
学
、
バ

イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
④
工
学

博
士

◆
生
物
工
学
科

助
教
授
　
田
村
　
浩
二

（
た
む
ら
・
こ
う
じ
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
物
理
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②T

he
S
cripps

R
e-

search
Institute

上
級
研

究
員
③
生
体
物
質
化
学
、
Ｒ
Ｎ

Ａ
化
学
④
博
士
（
理
学
）

【
経
営
学
部
】

◆
経
営
学
科

助
教
授
　
大
沼
　
　
宏

（
お
お
ぬ
ま
・
ひ
ろ
し
）

①
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
②
小
樽
商
科
大
学
商
学
部
商

学
科
会
計
学
講
座
助
教
授
③
財

務
会
計
論
、
税
務
会
計
論
④
修

士
（
商
学
）

助
教
授
　
能
上
　
慎
也

（
の
が
み
・
し
ん
や
）

①
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
電
気
及
び
通
信
工
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
修
了
②
日
本
電
信

電
話
株
式
会
社
サ
ー
ビ
ス
イ
ン

テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
基
盤
研
究
所

情
報
流
通
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
品
質
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
任
研

究
員
③
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工

学
、
通
信
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
工
学
④

工
学
博
士

総
合
科
学
技
術
経
営
研

【
究
科
総
合
科
学
技
術
経
】

営
専
攻
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）

助
教
授
　
佐
々
木
　
圭
吾

（
さ
さ
き
・
け
い
ご
）

①
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
②
横
浜
市
立
大
学
国
際
総
合

科
学
部
助
教
授
③
経
営
組
織

論
、
経
営
戦
略
論
、
知
識
経
営

論
④
修
士
（
商
学
）

総
合
研
究
機
構
研
究

【
セ
ン
タ
ー
部
Ｄ
Ｄ
Ｓ
】

研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
　
安
藤
　
正
海

（
あ
ん
ど
う
・
ま
さ
み
）

①
東
京
大
学
工
学
系
大
学
院
物

理
工
学
修
士
課
程
修
了
②
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
物

質
構
造
科
学
研
究
所
教
授
③
屈

折
原
理
２
Ｄ
、
３
Ｄ
医
用
画
像

の
開
発
④
工
学
博
士

◇
山
口
東
京
理
科
大
学

【
基
礎
工
学
部
】

◆
電
子
・
情
報
工
学
科

助
教
授
　
永
田
　
寅
臣

（
な
が
た
・
ふ
さ
お
み
）

①
佐
賀
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
シ
ス
テ
ム
生
産
科
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
修
了
②
福
岡
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
機
械
電
子

研
究
所
電
子
技
術
課
専
門
研
究

員
③
ロ
ボ
ッ
ト
の
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト
制
御
と
産
業
応
用
④
工

学
博
士

◇
諏
訪
東
京
理
科
大
学

【
シ
ス
テ
ム
工
学
部
】

◆
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

教
授
　
石
井
　
隆
生

（
い
し
い
・
た
か
お
）

①
大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
無
機
及
び
物
理
化
学
専
攻
博

士
課
程
修
了
②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ォ
ト

ニ
ク
ス
研
究
所
複
合
光
デ
バ
イ

ス
研
究
部
主
任
研
究
員
③
無
機

結
晶
材
料
④
理
学
博
士

【
経
営
情
報
学
部
】

◆
経
営
情
報
学
科

教
授
　
石
森
　
秀
明

（
い
し
も
り
・
ひ
で
あ
き
）

①
東
京
理
科
大
学
理
学
部
応
用

数
学
科
卒
業
②
日
本
電
気
株
式

会
社
第
三
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
本
部
③
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム

論
、
企
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
④

理
学
士

助
教
授
　
成
松
　
恭
平

（
な
り
ま
つ
・
き
ょ
う
へ
い
）

①
明
治
大
学
大
学
院
経
営
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
②
明
治
大
学
経
営
学

部
非
常
勤
講
師
③
原
価
計
算
、

原
価
管
理
、
管
理
会
計
④
経
営

学
修
士

講
師
　
平
尾
　
　
毅

（
ひ
ら
お
・
た
か
し
）

①
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
②
日
本

学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
③
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
、
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
④
博
士
（
商
学
）

【
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
】

講
師
　
青
野
　
智
子

（
あ
お
の
・
と
も
こ
）

①
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
②
鶴
見
大
学
文
学
部
英
語
英

米
文
学
科
非
常
勤
講
師
③
英
語

教
育
、
ア
メ
リ
カ
演
劇
、
文
化

経
済
学
④
学
術
修
士

講
師
　
武
藤
　
　
英

（
む
と
う
・
ひ
で
し
）

①
東
京
工
業
大
学
理
工
学
研
究

科
原
子
核
工
学
科
博
士
課
程
修

了
②
諏
訪
東
京
理
科
大
学
非
常

勤
講
師
③
研
究
分
野：

原
子
核

実
験
（
加
速
器
）
④
工
学
博
士

2006年（平成18年） ４月26日（水）（ 2 ）

岡
村
前
学
長
と
４
先
生
に
名
誉
教
授
称
号

新
任
教
員
　

32
氏
紹
介 

新
任
教
員
　

32
氏
紹
介 

（敬称略） 
中村福三先生

熊谷輝雄先生

丸山弘志先生

坂田好一郎先生

岡
村
弘
之
前
学
長

①
最
終
学
歴
　
②
前
　
歴

③
研
究
分
野
　
④
学
　
位
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基
づ
き
、
平
成
十
八
年
度
予
算

の
編
成
を
行
っ
た
。

重
点
項
目
と
し
て
次
の
こ
と

を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
。

一
、
神
楽
坂
地
区
再
構
築
計
画

①
新
二
号
館
建
築
に
係
わ
る
建

築
費
等

②
大
学
会
館
建
築
費

③
二
、
三
、
七
、
八
、
九
号
館

解
体
費
用

④
仮
移
転
用
教
室
に
係
わ
る
賃

借
料
等

⑤
一
、
六
号
館
改
修
費
用

二
、
野
田
地
区
再
構
築
計
画

①
校
舎
耐
震
改
修
工
事
費
等

②
研
究
室
改
修
工
事
費
等

三
、
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
ポ
リ
ス
ケ
ー
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
研
究
セ
ン
タ
ー
（
新
規
）

②
ナ
ノ
粒
子
健
康
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
（
新
規
）

③
量
子
生
命
情
報
セ
ン
タ
ー

（
新
規
）

④
Ｄ
Ｄ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
（
継

続
）

⑤
ゲ
ノ
ム
創
薬
研
究
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

⑥
グ
リ
ー
ン
光
科
学
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
（
継
続
）

⑦
再
生
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

⑧
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
（
継

続
）

⑨
先
端
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

⑩
人
間
支
援
工
学
研
究
セ
ン
タ

ー
（
継
続
）

⑪
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
計
算
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
（
継
続
）

四
、
右
記
「
三
」
を
文
部
科

学
省
が
行
う
「
学
術
研
究
高
度

化
推
進
事
業
」
の
対
象
経
費
と

す
る
こ
と
と
し
、
研
究
設
備
整

備
費
等
補
助
金
お
よ
び
経
常
費

補
助
金
（
特
別
補
助
）
を
予
算

措
置
す
る
こ
と
。

五
、
創
立
百
二
十
五
周
年
記

念
事
業
に
充
当
す
る
た
め
総
額

五
十
億
円
を
目
標
に
募
集
し
て

い
る
寄
付
金
の
う
ち
、
平
成
十

八
年
度
目
標
額
を
予
算
措
置
す

る
こ
と
。

な
お
、
資
金
収
支
予
算
書
に

お
け
る
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

お
よ
び
消
費
収
支
予
算
書
に
お

け
る
前
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
は
、
平
成
十
七
年
度
決
算

確
定
前
の
予
算
額
に
基
づ
い
て

い
る
。

＊
詳
細
は
、
七
月
頃
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
予
定
。

四
月
一
日
付
で
新
採
用
の
職

員
九
人
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

◇
神
楽
坂
校
舎
▼
経
理
課
・

篠
原
三
奈
▼
庶
務
課
・
荻
原
佳

子
▼
学
務
課
・
中
岡
直
美
▼
学

務
課
教
職
課
程
支
援
室
・
中
島

優
輔
▼
理
学
事
務
課
・
西
本
幸

治
▼
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
事
務

課
・
西
條
友
理
子
▼
管
財
課

（
神
楽
坂
）
環
境
保
全
室
・
竹

澤
彩◇

野
田
校
舎
▼
管
財
課
（
野

田
）
・
久
保
順
嗣

◇
長
万
部
事
務
部
・
高
橋
栄

平
成
十
八
年
度
は
創
立
百
二

十
五
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に

あ
た
り
、
各
種
記
念
行
事
を
遂

行
し
つ
つ
、
情
報
発
信
基
地
と

し
て
の
都
心
型
キ
ャ
ン
パ
ス
の

構
築
を
更
に
進
め
る
た
め
、
神

楽
坂
既
存
校
舎
の
解
体
、
新
二

号
館
建
築
と
い
う
キ
ャ
ン
パ
ス

再
構
築
事
業
を
推
進
し
、
さ
ら

な
る
教
育
・
研
究
の
質
的
向
上

と
将
来
へ
の
礎
と
な
る
環
境
整

備
の
充
実
を
図
る
と
い
う
目
的

の
も
と
、
健
全
経
営
の
理
念
に

長
年
に
わ
た
り
本
学
の
教

育
・
研
究
、
事
務
に
尽
力
さ
れ

た
四
十
二
氏
が
三
月
三
十
一
日

付
け
で
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
。

（
敬
称
略
）

【
理
一
】
教
養
・
長
島
秀
行
▽

物
理
・
石
井
力
／
小
林
正
明
／

富
樫
富
隆
▽
数
情
・
堀
部
安
一

▽
応
物
・
金
子
聰
／
服
部
武
志

▽
応
化
・
金
元
哲
夫

【
理
二
】
物
理
・
川
端
潔

【
工
一
】
建
築
・
鈴
木
信
宏
▽

工
化
・
今
野
紀
二
郎
▽
電
気
・

赤
池
正
巳
／
遠
藤
三
郎
▽
機

械
・
能
登
景
一

【
工
二
】
経
工
・
狩
野
紀
昭

【
薬
】
製
薬
・
原
博

【
理
工
】
教
養
・
太
田
和
紀
▽

物
理
・
新
井
重
一
郎
／
尾
立
晋

祥
▽
建
築
・
井
口
道
雄
▽
工

化
・
阿
部
芳
首
／
二
瓶
好
正
▽

電
情
・
首
藤
克
彦
／
村
田
雄
司

▽
機
械
・
澤
芳
昭
▽
土
木
・
森

地
重
暉

【
基
礎
工
】
電
子
・
伊
藤
紘
二

▽
材
料
・
後
藤
芳
彦
▽
生
物
・

中
村
有
伸

【
Ｍ
Ｉ
Ｐ
】
馬
場
錬
成

部
・
加
藤
邦
夫
▽
就
職
課
（
神

楽
坂
）・
興
村
幾
子
（
選
択
定

年
）

＊

【
山
口
理
大
】
教
養
・
島
幸

子
／
大
野
尚
典

【
諏
訪
理
大
】
経
営
情
報
・
七

松
敏
▽
共
通
教
育
・
河
本
綏
雄

＊

【
事
務
総
局
】
周
年
記
念
事
業

事
務
局
・
並
木
榮
一
▽
工
学
事

務
課
（
機
械
工
作
工
場
）・
加

藤
隆
／
五
味
征
男
▽
野
田
事
務

部
・
安
蒜
英
雄
▽
研
究
事
務

課
・
土
屋
律
行
▽
長
万
部
事
務

部
・
田
村
吉
彦
▽
久
喜
事
務

高
木
　
幹
雄
元
教
授

（
基
礎
工
学
部
電
子
応
用
工
学

科
）
平
成
十
八
年
二
月
二
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
六
十
九
歳
。

関
　
　
　
明
元
久
喜
校
舎

事
務
部
長

平
成
十
八
年
三
月
十
一
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
六
十
八
歳
。

鳥
飼
　
欣
一
元
教
授

（
理
工
学
部
機
械
工
学
科
）
平

成
十
八
年
四
月
六
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
八
十
歳
。

 ●　東京理科大学総合研究機構組織　● 

理
事
長 

総
合
研
究
戦
略
委
員
会 

 

学
長 

研
究
部
� 

研
究
セ
ン
タ
ー
部
� 

総
合
研
究
機
構
運
営
委
員
会 

�界面科学研究部門（改組） 
�インテリジェントシステム研究部門（改組） 
�数学教育研究部門（改組） 
�知識インターフェース研究部門（新規） 
�神楽坂　人・未来研究部門（新規） 

�赤外自由電子レーザー研究センター 
�先端材料研究センター 
�火災科学研究センター 
�DDS研究センター 
�ゲノム創薬研究センター 
�再生工学研究センター 
�ナノサイエンス・テクノロジー研究センター 
�グリーン光科学技術研究センター 
�ホリスティック計算科学研究センター 
�人間支援工学研究センター 

総
合
研
究
審
議
委
員
会 

総
合
研
究
評
価
委
員
会 

総
合
研
究
機
構 

「総合研究機構」が発足 「総合研究機構」が発足 
５部門・10センターの新体制 

昨
年
十
一
月
一
日
付
で
、

東
京
理
科
大
学
総
合
研
究
機

構
が
発
足
致
し
ま
し
た
。
本

機
構
は
旧
総
合
研
究
所
を
全

面
的
に
改
組
し
、
学
内
措
置

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
五
つ
の

研
究
部
門
に
加
え
て
、
全
学

に
分
散
配
置
さ
れ
て
い
た
十

の
研
究
セ
ン
タ
ー
を
全
て
統

合
し
た
新
し
い
組
織
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
改
組
に
よ
り
、
東
京

理
科
大
学
に
お
け
る
各
学

部
、
各
研
究
科
に
ま
た
が
る

研
究
分
野
を
横
断
的
に
総
合

す
る
全
学
的
な
研
究
組
織
が

で
き
あ
が
っ
た
こ
と
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
本
機
構
の
設

立
に
併
せ
て
、
東
京
理
科
大

学
総
合
研
究
戦
略
委
員
会
、

同
総
合
研
究
審
議
委
員
会
、

同
総
合
研
究
評
価
委
員
会
も

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
整
備
に
よ
り
、
本
学
の

総
合
的
な
研
究
推
進
体
制
は

格
段
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

上
記
の
よ
う
な
総
合
研
究

体
制
は
、
本
学
が
創
立
百
二

十
五
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
学
内
研
究
体
制
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
今
日
の
大
学

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
激

変
に
対
応
し
、
本
学
の
学
術

教
育
研
究
体
制
の
持
続
的
発

展
・
強
化
と
人
材
育
成
環
境

の
格
段
の
高
度
化
を
実
現
す

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
に
大

き
く
貢
献
し
よ
う
と
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
機
構
の
制
度
設

計
は
、
「
東
京
理
科
大
学
に

於
け
る
研
究
所
等
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」（
平
成
十
六
年

三
月
答
申
）、「
東
京
理
科
大

学
総
合
研
究
機
構
設
立
の
提

案
」（
平
成
十
七
年
四
月
答

申
）
、
な
ら
び
に
「
東
京
理

科
大
学
総
合
研
究
機
構
設
立

準
備
委
員
会
報
告
書
」（
平

成
十
七
年
十
一
月
答
申
）
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
新
た
に
研
究

セ
ン
タ
ー
を
追
加
設
置
す
る

と
共
に
、
新
規
研
究
部
門
を

募
集
・
設
置
し
、
今
秋
に
は

学
外
に
向
け
て
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、

総
合
研
究
機
構
の
拡
充
・
発

展
に
向
け
て
活
動
を
強
化
す

る
予
定
で
す
。

折
し
も
、
本
学
の
創
立
百

二
十
五
周
年
に
あ
た
り
、
ま

た
、
第
三
期
科
学
技
術
基
本

計
画
の
発
足
の
初
年
度
に
も

あ
た
り
ま
す
の
で
、
全
学
の

教
職
員
の
皆
様
方
に
は
、
総

合
研
究
機
構
の
今
後
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
規
研
究
部
門
募
集

な
ど
活
動
強
化
推
進

機
構
長
　
二
瓶
　
好
正 

新
任
職
員

９
名

平
成
18
年
度
予
算
　

編
成 

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
理
事
会 

平　成　１８　年　度　　資　金　収　支　予　算 
［平成18年4月1日から平成19年3月31日まで］ （単位：千円） 

平　成　１８　年　度　　消　費　収　支　予　算 
［平成18年4月1日から平成19年3月31日まで］ （単位：千円） 

収　　　　　入　　　　　の　　　　　部 

支　　　　　出　　　　　の　　　　　部 

消　　　費　　　収　　　入　　　の　　　部 

消　　　費　　　支　　　出　　　の　　　部 

科　　　　目 １８年度予算額 科　　　　目 １８年度予算額 科　　　　目 １８年度予算額 

科　　　　目 １８年度予算額 科　　　　目 １８年度予算額 科　　　　目 １８年度予算額 

科　　　　目 １８年度予算額 科　　　　目 １８年度予算額 科　　　　目 １８年度予算額 

科　　　　目 １８年度予算額 科　　　　目 １８年度予算額 科　　　　目 １８年度予算額 

25,638,702 
16,658,832 
2,699,760 
1,576,700 
4,703,410 
1,457,761 
1,414,561 
9,000 
16,000 
18,200 

1,273,500 
1,000,000 
273,500 
3,794,387 
3,780,767 
8,920 
4,700 

395,043

学生生徒等納付金収入 
授業料収入 
入学金収入 
実験実習料収入 
施設設備資金収入 
手数料収入 
入学検定料収入 
試験料収入 
証明手数料収入 
大学入試センター試験実施手数料収入 
寄付金収入 
特別寄付金収入 
一般寄付金収入 
補助金収入 
国庫補助金収入 
地方公共団体補助金収入 
学術研究振興資金収入 
資産運用収入 

15,000 
317,200 
62,843 
657,807 
642,667 
15,140 

1,110,895 
17,300 
849,160 
244,435 

16,701,288 
9,031,502 
2,703,795 
519,668 
4,404,683 
41,640 

4,465,287 
1,072,241

第３号基本金運用収入 
受取利息・配当金収入 
施設設備利用料収入 
事 業 収 入 
受託事業収入 
知的財産権実施料等収入 
雑　収　入 
入学要項売上収入 
私立大学退職金財団交付金収入 
その他の雑収入 
前受金収入 
授業料前受金収入 
入学金前受金収入 
実験実習料前受金収入 
施設設備資金前受金収入 
その他の前受金収入 
その他の収入 
退職給与引当特定預金からの繰入収入 

2,000,000 
1,190,454 
125,282 
77,310 

△ 17,404,912 
△   1,106,759 
△ 16,298,153 
26,670,025 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

64,759,783

神楽坂新2号館建築引当特定預金からの繰入収入 
前期末未収入金収入 
貸付金回収収入　 
保証金回収収入 
資金収入調整勘定 
期末未収入金 
前期末前受金 
前年度繰越支払資金 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

収　入　の　部　合　計 

学生生徒等納付金 
授業料 
入学金 
実験実習料 
施設設備資金 
手　数　料 
入学検定料 
試験料 
証明手数料 
大学入試センター試験実施手数料 
寄　付　金 
特別寄付金 

一般寄付金 
現物寄付金 
補　助　金 
国庫補助金 
地方公共団体補助金 
学術研究振興資金 
資産運用収入 
第３号基本金運用収入 
受取利息・配当金 
施設設備利用料 
事業収入 
受託事業収入 

知的財産権実施料等収入 
雑　収　入 
入学要項売上収入 
私立大学退職金財団交付金 
その他の雑収入 
 
 
 

 
帰　属　収　入　合　計 
基 本 金 組 入 額 合 計 
消 費 収 入 の 部 合 計 

16,338,482 
10,307,230 
4,793,844 
97,887 

1,139,521 
8,999,827 
1,850,332 
1,052,417 
463,592 
176,379 
86,980 
234,667 
312,424 
12,858 
14,246 
842,210 
349,991 
86,087 
226 

1,394,502 
546,178 
709,322 
867,416 
2,129,861

人件費支出 
教員人件費支出 
職員人件費支出 
役員報酬支出 
退職金支出 
教育研究経費支出 
消耗品費支出 
光熱水費支出 
旅費交通費支出 
奨学費支出 
福利厚生費支出 
通信運搬費支出 
印刷費支出 
広告費支出 
会議費支出 
賃借料支出 
修繕費支出 
諸会費支出 
公租公課支出 
報酬・委託・手数料支出 
保守料支出 
資料費支出 
雑費支出 
管理経費支出 

100,910 
103,200 
83,973 
42,886 
46,349 
217,559 
17,528 
330,748 
35,754 
130,890 
68,116 
15,697 
68,105 
624,568 
116,064 
64,241 
63,273 
52,377 
52,377 

1,483,160 
1,483,160 
4,804,924 
1,503,492 
120,432

消耗品費支出 
光熱水費支出 
旅費交通費支出 
福利厚生費支出 
通信運搬費支出 
印刷費支出 
保険料支出 
広告費支出 
渉外・会議費支出 
賃借料支出 
修繕費支出 
諸会費支出 
公租公課支出 
報酬・委託・手数料支出 
保守料支出 
資料費支出 
雑費支出 
借入金等利息支出 
借入金利息支出 
借入金等返済支出 
借入金返済支出 
施設関係支出 
建物支出 
構築物支出 

3,181,000 
1,797,501 
1,497,456 
161,179 
124,966 
3,800 
10,100 

1,072,241 
1,072,241 
1,717,416 
469,600 
1,217,335 
27,381 
3,100 

300,000 
△   1,550,774 
△   1,550,774 
27,614,768 

 
 
 
 
 

64,759,783

建設仮勘定支出 
設備関係支出 
教育研究用機器備品支出 
その他の機器備品支出 
図書支出 
車輛支出 
特許権支出 
資産運用支出 
退職給与引当特定預金への繰入支出 
その他の支出 
貸付金支払支出 
前期末未払金支払支出 
預り金支払支出 
保証金支払支出 
予備費 
資金支出調整勘定 
期末未払金 
次年度繰越支払資金 

 
 
 
 
 

支　出　の　部　合　計 

16,338,482 
10,307,230 
4,793,844 
97,887 
823,496 
316,025 

13,883,356 
1,850,332 
1,052,417 
463,592 
176,379 
86,980 
234,667 
312,424 
12,858 
14,246 
842,210 
349,991

人　件　費 
教員人件費 
職員人件費 
役員報酬 
退職金 
退職給与引当金繰入額 
教育研究経費 
消耗品費 
光熱水費 
旅費交通費 
奨学費 
福利厚生費 
通信運搬費 
印刷費 
広告費 
会議費 
賃借料 
修繕費 

86,087 
226 

1,394,502 
546,178 
709,322 
867,416 
4,883,529 
2,225,026 
100,910 
103,200 
83,973 
42,886 
46,349 
217,559 
17,528 
330,748 
35,754 
130,890

諸会費 
公租公課 
報酬・委託・手数料 
保守料 
資料費 
雑　費 
減価償却額 
管 理 経 費 
消耗品費 
光熱水費 
旅費交通費 
福利厚生費 
通信運搬費 
印刷費 
保険料 
広告費 
渉外・会議費 
賃借料 

68,116 
15,697 
68,105 
624,568 
116,064 
64,241 
63,273 
95,165 
52,377 
52,377 
300,000 

 
 
 

32,799,241 
371,522 

14,887,111 
14,515,589

修繕費 
諸会費 
公租公課 
報酬・委託・手数料 
保守料 
資料費 
雑　費 
減価償却額 
借入金等利息 
借入金利息 
予　備　費 
 
 
 
消 費 支 出 の 部 合 計 

当 年 度 消 費 収 入 超 過 額 
前年度繰越消費支出超過額 
翌年度繰越消費支出超過額 

25,638,702 
16,658,832 
2,699,760 
1,576,700 
4,703,410 
1,457,761 
1,414,561 
9,000 
16,000 
18,200 

1,400,802 
1,000,000

273,500 
127,302 
3,794,387 
3,780,767 
8,920 
4,700 

395,043 
15,000 
317,200 
62,843 
657,807 
642,667

15,140 
1,110,895 
17,300 
849,160 
244,435 

 
 
 
 

34,455,397 
△   1,284,634 
33,170,763

42
氏
が
定
年
を
お
迎
え 

（前列左から）西本さん、中岡さん、荻原さん、中島さん、（後列左
から）竹澤さん、久保さん、西條さん、篠原さん・円内は高橋さん



報
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
デ
バ
イ
ス
に

関
す
る
研
究
室
」
の
三
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、
最
先
端
の
研
究
施

設
、
設
備
や
火
災
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
等
の
見
学
を
行
っ
た
。

二
部
構
成
で
講
演
と
研
究
室

見
学
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
の

は
Ｔ
Ｌ
Ｏ
と
し
て
初
の
試
み
で

あ
る
。
講
演
だ
け
で
は
知
る
こ

と
の
で
き
な
い
詳
細
な
研
究
内

容
に
直
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
参
加
者
か
ら
は
今
後
も
企

業
と
大
学
の
出
会
い
の
場
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
の
研
究

開
発
の
手
助
け
と
な
る
こ
の
よ

う
な
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
を
継

続
し
て
開
催
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
好

評
を
博
し
た
。

二
月
に
文
部
科
学
省
に
お
い

て
公
募
の
あ
っ
た
「
産
学
官
連

携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域

の
知
の
拠
点
再
生
担
当
）
配
置

機
関
の
公
募
」
に
つ
い
て
全
国

で
三
十
五
件
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
で
諏
訪
東
京
理
科
大
学

を
含
む
七
機
関
に
産
学
官
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
の

知
の
拠
点
再
生
担
当
）
が
配
置

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
れ
は
同
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
介
し
て
、
大
学
等
の
社
会

貢
献
・
大
学
等
の
「
知
」
を
活

用
し
た
地
域
の
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
の
促
進
を
目
的
と
し
て

い
る
。
諏
訪
東
京
理
科
大
学
で

は
、
諏
訪
市
、
茅
野
市
、
岡
谷

市
他
三
町
村
、
財
団
法
人
長
野

県
テ
ク
ノ
財
団
他
一
法
人
等
と

連
携
し
「
も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ

諏
訪
構
想
に
基
づ
く
諏
訪
地
域

再
生
計
画
」
を
推
進
す
る
。

本
学
の
「
海
外
短
期
英
語
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
は
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
オ
レ
ゴ
ン
サ
マ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、

今
年
度
は
こ
れ
に
加
え
て
二
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
設
し
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
英

語
研
修
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｔ
に

も
着
目
し
て
い
ま
す
。

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
次

の
通
り
。

■
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
Ｉ
Ｔ

＆
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
内
容

Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
・
ク

ル
ー
ズ
校
）
が
本
学
学
生
用
に

作
成
し
た
英
語
と
Ｉ
Ｔ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
午
前
中
は
英
語
、
午

後
は
技
術
英
語
を
学
び
、
毎
週

木
曜
午
後
に
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
に
あ
る
博
物
館
や
Ｉ
Ｔ
企
業

（Y
ahoo!,

Intel

な
ど
を
予

定
）
を
訪
問
し
、
ミ
ニ
研
修
な

ど
を
行
い
ま
す
。

②
期
間

八
月
初
旬
よ
り
四

週
間③

費
用

約
五
十
七
万
円
。

授
業
料
、
宿
泊
料
（
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
三
食
付
き
）
、
交
通
費
、

諸
雑
費
を
含
む
。

④
参
加
資
格
・
人
員

東
京

理
科
大
学
の
学
部
生
、
大
学
院

生
。
二
十
人
。

■
イ
ン
ド
Ｉ
Ｔ
＆
英
語

プ
ロ
グ
ラ
ム

①
内
容

イ
ン
ド
の
政
府
系

Ｉ
Ｔ
研
究
機
関
と
イ
ン
ド
有
数

の
プ
ネ
大
学
と
連
携
し
た
英
語

と
Ｉ
Ｔ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
午
前

中
は
日
常
会
話
と
ビ
ジ
ネ
ス
英

語
を
学
び
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
百
点
ア

ッ
プ
を
目
指
す
。
午
後
は
英
語

で
Ｉ
Ｔ
技
術
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
発
な

ど
）
を
習
い
ま
す
。

②
期
間

八
月
初
旬
よ
り
四

週
間③

費
用

約
三
十
七
万
円
。

授
業
料
、
宿
泊
料
（
二
食
付
き
、

土
日
除
く
）
、
交
通
費
、
諸
雑

費
を
含
む
。

④
参
加
資
格
・
人
員

東
京

理
科
大
学
の
学
部
生
、
大
学
院

生
。
二
十
人
。

■
オ
レ
ゴ
ン
サ
マ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム

①
内
容

本
学
で
十
年
以
上

の
歴
史
を
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
Ｐ
Ｓ
Ｕ
（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

州

立

大

学

）

に

て

、

Speaking
and
Listening,

A
m
erican

C
ulture

and

T
echnology

の
２
つ
の
授

業
を
受
け
ま
す
。
週
末
に
は
小

旅
行
（
オ
レ
ゴ
ン
州
各
地
、
シ

ア
ト
ル
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
等
）

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ

カ
の
大
自
然
を
体
験
で
き
ま

す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｓ
Ｕ
正
規
学
生

（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
交
流
し

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本

学
の
単
位
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

②
期
間

八
月
初
旬
よ
り
一

ヵ
月③

費
用
　
約
五
十
万
円
。
授

業
料
、
宿
泊
料
、
食
費（
三
食
）、

交
通
費
、
諸
雑
費
を
含
む
。

④
参
加
資
格
・
人
員
　
東
京

理
科
大
学
の
学
部
生
、
大
学
院

生
。
七
十
五
人
程
度
。

＊

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
会
を

四
〜
五
月
に
開
催
し
ま
す
。
開

催
日
程
は
、
国
際
交
流
課
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.tus.ac.jp/

kokusai/

）
で
確
認
を
。

部
電
気
電
子
情
報
工
学
科
の
千

葉
明
教
授
が
「
パ
ワ
ー
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
、
ド
ラ
イ
ブ
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
の
最
新
技
術
動

向
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演

を
行
い
、
中
小
企
業
及
び
、
千

葉
県
の
関
係
者
が
約
七
十
人
参

加
し
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

第
二
部
で
は
、
「
半
導
体
、

金
属
、
高
分
子
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
、
生
体
機
能
材
料
等
の
材
料

に
関
す
る
研
究
室
」「
現
代
お

よ
び
未
来
社
会
を
支
え
る
基
盤

と
し
て
の
先
端
の
機
械
技
術
に

関
す
る
研
究
室
」「
通
信
・
情

平
成
18
年
度
の
本
学
入
試
は

Ｂ
方
式
（
本
学
独
自
試
験
）
が

二
月
三
日
の
経
営
学
部
を
皮
切

り
に
順
次
実
施
さ
れ
た
。
本
学

の
志
願
者
数
は
、
Ａ
方
式
（
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
）

を
合
わ
せ
て
、
四
万
四
千
五
百

三
十
人
（
前
年
度
比
千
三
百
六

十
八
人
減
＝
約
三
％
減
）
と
な

り
、
残
念
な
が
ら
三
年
連
続
で

減
少
し
た
。

Ａ
方
式
で
は
、
志
願
者
数
一

万
三
千
八
百
五
十
五
人
（
前
年

度
比
二
百
十
七
人
減
＝
約
一
・

五
％
減
）
、
Ｂ
方
式
の
志
願
者

数
は
三
万
六
百
七
十
五
人
（
前

年
度
比
千
百
五
十
一
人
＝
約

三
・
六
％
減
）
で
あ
っ
た
。

本
学
の
志
願
者
数
の
減
少

は
、
十
八
歳
人
口
の
減
少
、
工

三
月
二
十
四
日
（
金
）
、
野

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
科
学
技
術
交

流
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｌ
Ｏ
）
と
千

葉
県
の
共
催
に
よ
る
、
本
学
の

材
料
・
機
械
工
学
・
電
子
情
報

分
野
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

（
第
一
部
）
と
研
究
室
見
学

（
第
二
部
）
の
二
部
構
成
か
ら

な
る
「
大
学
連
携
型
産
学
官
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

第
一
部
の
講

演
会
で
は
、
基

礎
工
学
部
材
料

工
学
科
の
向
後

保
雄
教
授
が

「
複
合
材
料
の

開
発
と
機
械
的

特
性
評
価
」
、

基
礎
工
学
部
電

子
応
用
工
学
科

の
宮
本
岩
男
教

授
が
「
最
新
の

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

デ
バ
イ
ス
等
の

超
微
細
加
工
技

術
」
、
理
工
学
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講
演
す
る
千
葉
明
教
授
（
正
面
）

⑧ 

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば 

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば 

講演+研究室見学会 講演+研究室見学会 
好評！�連携型�セミナー 

ア
ジ
ア
最
大
の
バ
イ
オ
イ
ベ

ン
ト
「
第
五
回
国
際
バ
イ
オ
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
が
東
京
有
明
の
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
五
月
十
七
日
（
水
）

か
ら
十
九
日
（
金
）
ま
で
開
催

さ
れ
、
そ
の
併
設
企
画
の
大

学
・
国
公
立
研
究
所
の
研
究
者

に
よ
る
発
表
の
場
で
あ
る
「
バ

イ
オ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
、
本
学
は
七
つ
の
パ
ビ

リ
オ
ン
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
パ

ネ
ル
等
に
よ
り
研
究
内
容
を
広

く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
七
名

の
研
究
者
が
研
究
成
果
の
口
頭

発
表
を
行
う
。
＝
下
の
表
を
参

照
。

バ
イ
オ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

７
氏
が
発
表

所属・役職 　　氏　名 発　表　内　容

接着分子／インテグリンを分子標的
とした新規治療薬の開発

結核治療を目的とした経肺吸収DDS

EPR効果を下にした薬剤浸透性の
計算機シミュレーション
疑似対称型タモキシフェンの短工程
合成ならびにその薬理活性
生体高分子による単層カーボンナノ
チューブの分離と応用

薬学部生命創薬科学科教授　深井　文雄

薬学部薬学科教授　牧野　公子

理工学部情報科学科教授　　　　　　
理工学研究科長　大矢　雅則

理工学部応用生物科学科教授　池北　雅彦
理学部第一部応用化学科助教授　椎名　　勇

理学部第一部応用化学科教授　矢島　博文

遺伝子免疫によるGPCRや転写因子
などに対する抗体の迅速作製基礎工学部生物工学科教授　千葉　　丈

諏
訪
理
大
に
産
学
官
連

携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

「
オ
レ
ゴ
ン
」に
加
え 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と
イ
ン
ド 

新
海
外
　
研
修
２ 

短 　期 

学
系
統
の
人
気
低
下
、
薬
学
部

の
六
年
制
と
四
年
制
へ
の
分
離

が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
全
体
の
志
願
者
数
は

減
少
し
た
も
の
の
、
平
成
十
八

年
度
か
ら
昼
間
学
部
六
学
部
全

て
に
お
い
て
全
国
五
都
市
（
札

幌
・
仙
台
・
名
古
屋
・
大
阪
・

福
岡
）
で
受
験
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
た
め
、
全
国
か
ら

多
く
の
志
願
が
あ
っ
た
。
こ
の

全
国
入
試
は
、
受
験
生
に
と
っ

て
経
済
的
・
時
間
的
負
担
を
軽

減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た

め
好
評
で
あ
り
、
こ
の
影
響
を

受
け
て
、
理
学
部
第
一
部
、
理

工
学
部
で
は
志
願
者
数
が
昨
年

度
に
比
べ
増
加
し
た
。

今
後
は
、
入
試
制
度
改
革
だ

け
で
な
く
、
受
験
生
・
在
学

生
・
卒
業
生
の
満
足
度
を
上
げ

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
、
本
学
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
志
願
者
の
増

加
に
も
繋
が
る
と
い
え
よ
う
。

「
全
国
入
試
」好
評
展
開 

平
成
18
年
度
入
試 

志
願
者
減
続
く 

平成１８年度東京理科 ＜大学学部別志願者数＞ 
学　部 Ａ方式（人） B方式（人） 合計（人） 

2,971 

2,102 

1,137 

4,870 

704 

1,328 

13,112 

523 

220 

743 

13,855

理学部第一部 

薬 学 部  

工学部第一部 

理 工 学 部  

基 礎 工 学 部  

経 営 学 部  

昼間学部合計 

理学部第二部 

工学部第二部 

夜 間 学 部 計  

大 学 合 計  

6,904 

6,331 

2,083 

11,426 

1,656 

1,358 

29,758 

590 

327 

917 

30,675

9,875 

8,433 

3,220 

16,296 

2,360 

2,686 

42,870 

1,113 

547 

1,660 

44,530

表２． 表１．＜平成１8年度私大入試志願者数＞ 

※単位：人／一般入試＋センター入試の
合計／Ⅱ期入試＝後期入試は除く 

110,996 
93,546 
84,526 
83,000 
74,450 
72,591 
60,822 
58,714 
53,966 
52,933 
47,829 
46,328 
45,205 
44,531 
43,111

①
②
③ 
④  
⑤� 
⑥ 
⑦  
⑧
⑨ 
⑩
⑪  
⑫  
⑬  
⑭  
⑮

早稲田大学  
立 命 館大学  
明 治 大 学  
関 西 大 学  
日 本 大 学  
法 政 大 学  
中 央 大 学  
立 教 大 学  
東 洋 大 学  
近 畿 大 学  
青山学院大学 
慶應義塾大学 
関 西 学 院  
東京理科大学 
同 志 社 大学  

グ
エ
ル
フ
大
の
職
員
の
み
な
さ
ん

と
、
右
か
ら
２
人
目
が
高
崎
さ
ん

=

同
大
大
学
院
生
用
ラ
ウ
ン
ジ
で

事務系職員海外研修　6カ月 
学務部国際交流課 

高崎　ゆきこ 

私
は
事
務
系
職
員
海
外
研
修

生
と
し
て
平
成
十
七
年
八
月
二

十
五
日
か
ら
六
カ
月
間
、
カ
ナ

ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
あ
る

U
niversity

of
G
uelph

（
グ
エ
ル
フ
大
学
）
に
派
遣
さ

れ
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グ
エ
ル
フ
大
学
は
一
九
六
四

年
に
創
立
さ
れ
た
総
合
大
学
で

す
。
学
生
は
一
万
八
千
二
百
七

十
三
人
（
フ
ル
タ
イ
ム
‥
学
部

一
万
五
千
四
十
一
人
・
大
学
院

千
八
百
六
十
五
人
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
‥
千
三
百
六
十
七
人
）
で

す
。
教
員
は
八
百
人
で
す
が
、

教
員
以
外
の
職
員
は
千
九
百
四

十
人
に
も
な
り
ま
す
。

私
が
グ
エ
ル
フ
大
学
で
驚
い

た
点
の
一
つ
に
、
教
員
以
外
の

職
員
数
の
多
さ
と
そ
の
専
門

性
、
お
よ
び
学
生
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
事
務

組
織
は
細
分
さ
れ
、
細
分
さ
れ

た
職
域
ご
と
に
専
門
の
職
員
が

配
置
さ
れ
、
他
の
専
門
職
域
へ

の
異
動
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う

で
す
。
例
え
ば
、
学
生
関
係
事

務
部
（Student

A
ffairs

）

は
、
体
育
、
育
児
、
就
職
、
学

習
法
、
健
康
、
住
居
、
そ
し
て

学
生
生
活
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
担
当
す
る
合
計
七
つ
の
部
門

か
ら
成
り
ま
す
。
そ
の
内
の
学

生
生
活
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

（S
tudent

L
ife
and

C
ounselling

Services

）

は
、
学
生
生
活
支
援
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
案
内
窓
口
、
障
害

者
支
援
、
信
仰
支
援
の
チ
ー
ム

で
構
成
。
私
は
そ
の
中
の
学
生

生
活
支
援
チ
ー
ム
に
二
カ
月
間

ほ
ど
所
属
し
仕
事
や
行
事
の
見

学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
生
活
支
援
チ
ー
ム
に

は
、
先
住
民
、
新
入
生
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
参
加
、
学
外
居
住

者
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
、

学
生
活
動
、
留
学
生
な
ど
に
つ

い
て
各
々
専
門
の
職
員
を
配
置

し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
生
サ
ー
ビ
ス
は
、
施
設

設
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
他
、

心
身
の
健
康
支
援
な
ど
ソ
フ
ト

面
も
多
岐
に
わ
た
り
充
実
し
て

い
ま
す
。
笑
顔
が
絶
え
な
い
キ

ャ
ン
パ
ス
の
光
景
か
ら
は
想
像

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際

は
多
く
の
学
生
が
心
に
様
々
な

悩
み
を
抱
え
て
お
り
、
常
勤
八

人
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に

の
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
ど
の

サ
ー
ビ
ス
で
も
学
生
は
担
当
者

と
の
面
談
予
約
が
必
要
な
事
が

多
く
、
そ
の
面
で
は
本
学
に
比

べ
て
不
自
由
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

二
つ
め
に
は
、
学
生
の
勤
勉

さ
と
好
奇
心
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

グ
エ
ル
フ
大
学
の
学
生
は
、
本

学
の
学
生
と
同
様
に
大
変
よ
く

勉
強
し
ま
す
。
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
等
が
あ

る
図
書
館
は
夜
中
の
二
時
ま
で

開
い
て
お
り
、
常
に
多
く
の
学

生
が
学
習
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
業
だ
け
で
な
く
課

外
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
学
生
が
多
く
、
様
々
な
場
面

で
〝G

et
involved

!

〞

（
参
加
し
ま
し
ょ
う
）
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、P

eer
H
elper

P
rogram

と
い
う
制
度
で
は

学
生
関
係
事
務
部
を
中
心
に
学

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
す
る
な
ど
、
多
く
の
学
生
が

互
い
に
学
生
生
活
を
支
え
て
い

ま
す
。
学
生
は
大
学
内
だ
け
で

な
く
地
域
や
国
際
社
会
の
中
で

学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
カ

ナ
ダ
で
は
人
々
は
多
種
多
彩
な

文
化
や
価
値
観
を
持
ち
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
が
社
会
に
浸
透

し
て
い
る
現
れ
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
本
学
の
学
生
が
、
多

様
な
文
化
・
価
値
観
を
認
め
あ

う
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
ま
す
ま
す
活
躍
で

き
る
よ
う
に
事
務
職
員
と
し
て

手
助
け
が
出
来
た
ら
と
思
い
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
研
修
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
・
グ
エ
ル
フ
大
で
貴
重
な
体
験 

グ
エ
ル
フ
大
キ
ャ
ン
パ
ス
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空
の
下
、
東
京
・
九
段
の
日
本

武
道
館
で
挙
行
さ
れ
、
五
千
百

九
十
八
人
の
卒
業
生
は
大
い
な

る
希
望
と
夢
を
抱
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
進
路
に
羽
ば
た
い
て
い

っ
た
。

竹
内
学
長
は
式
辞
の
中
で

「
か
つ
て
は
科
学
技
術
の
進
歩

は
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
も

の
と
ば
か
り
信
じ
ら
れ
て
い
た

が
、
同
時
に
重
大
な
負
の
価
値

を
創
出
す
る
結
果
を
も
た
ら
す

こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
事
実
に
思
い
を
致

す
と
き
『
価
値
の
創
造
』
の
判

断
が
今
日
で
は
非
常
に
難
し
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
」「
判
断

力
を
養
う
に
は
、
仮
想
体
験
で

は
な
く
で
き
る
だ
け
多
く
の
実

体
験
を
通
し
て
個
人
の
感
性
を

磨
く
以
外
に
な
い
」「
感
性
を

磨
く
こ
と
の
中
に
は
他
者
へ
の

思
い
遣
り
の
心
を
養
う
こ
と
も

含
ま
れ
る
。
全
人
類
が
と
も
に

平
和
で
幸
福
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
競
争
と
同
時
に
共
存

の
意
識
を
強
く
持
つ
こ
と
が
不

可
欠
だ
」
と
語
っ
た
。

新
た
な
進
路
へ
と
旅
立
つ
最

後
の
一
日
、
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ

れ
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
た

後
、
恩
師
や
級
友
、
ゼ
ミ
や
ク

ラ
ブ
の
仲
間
と
の
別
れ
を
惜
し

ん
で
い
た
。
社
会
は
変
革
の
時

代
で
卒
業
生
の
行
く
手
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
試
練
も
予
想
さ
れ
る

が
「
実
力
主
義
」
の
伝
統
を
受

け
継
い
だ
理
科
大
出
身
者
と
し

て
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し

た
い
。

＜（株）は省略＞ 

企業名・省庁名等 内定 
者数 

建
　
　
　
設 

業
種 

・
金
属
製
品 

繊
維
・ゴ
ム 

精
密 

電
　
機
　
・
　
機
　
械 

化
学
工
業 

医
薬
・
化
粧
品 

食
料
品 

輸
送
用
機
械 

そ
の
他
製
造 

商
　
　
業 

金
融
・
保
険
・
証
券 

情
報
・
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス 

運
輸
・
通
信
・
エ
ネ
ル
ギ
ー 

国
家
公
務
員 

地
方
公
務
員 

教
育 

平成17年度    主な就職内定先 

トヨタ自動車 
本田技研工業 
三菱重工業 
豊田自動織機 
スズキ 
デンソー 
三菱自動車工業 
石川島播磨重工業 
矢崎総業 
富士重工業 
日野自動車 
日産自動車 
マツダ 
ヤマハ発動機 
アイシン精機 
いすゞ 自動車 
大日本印刷 
凸版印刷 
セガ 
インクス 
アインファーマシーズ 
興和 
キヤノンマーケティングジャパン 
日立ハイテクノロジーズ 
クラフト 
YKKAP 
大塚商会 
住友林業 
マツモトキヨシ 
薬樹 
損害保険ジャパン 
野村證券 
大和証券グループ本社 
日興コーディアル証券 
三菱東京UFJ銀行 
三井住友銀行 
栃木銀行 
日本銀行 
みずほフィナンシャルグループ 
京葉銀行 
住友信託銀行 
NTT東日本 
NTTコミュニケーションズ 
JR東日本 
東京電力 
日本テレコム 
KDDI 
全日本空輸 
ソフトバンクBB 
東京ガス 
NTTデータ 
NECソフト 
野村総合研究所 
ITフロンティア 
伊藤忠テクノサイエンス 
大和総研 
ヤフー 
新日鉄ソリューションズ 
TIS 
インテック 
電通国際情報サービス 
CSKシステムズ 
ソラン 
農中情報システム 
アルファシステムズ 
ダイヤモンドコンピューターサービス 
全日空システム企画 
日立電子サービス 
日本総合研究所 
ジャルインフォテック 
富士通FIP 
NECシステムテクノロジー 
損保ジャパン・システムソリューション 
NTTコムウェア 
理化学研究所 
文部科学省 
財務省 
国土交通省 
経済産業省 
警察庁 
防衛庁 
東京消防庁 
東京都（都職員） 
東京都（特別区職員） 
警視庁 
埼玉県　さいたま市職員 
東京都公立学校教員 
神奈川県公立学校教員 
北海道公立学校教員 
千葉県公立学校教員 
茨城県公立学校教員 

28 
19 
14 
12 
8 
8 
7 
6 
6 
5 
4 
4 
4 
4 
3 
3 
17 
13 
4 
3 
7 
4 
4 
4 
4 
4 
3 
3 
3 
3 
6 
5 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
3 
3 
10 
9 
7 
7 
5 
4 
3 
3 
3 
25 
14 
13 
11 
11 
11 
11 
10 
9 
8 
7 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
4 
4 
4 
4 
4 
4 
3 
3 
3 
3 
3 
7 
6 
6 
4 
3 
14 
3 
2 
2 
2

積水ハウス 
清水建設 
大和ハウス工業 
NTTファシリティーズ 
大林組 
東急建設 
竹中工務店 
鹿島建設 
旭化成ホームズ 
関電工 
五洋建設 
鴻池組 
エス・バイ・エル 
大東建託 
日揮 
日本コムシス 
日本たばこ産業 
森永乳業 
キリンビール 
理研ビタミン 
明治乳業 
ヤクルト 
東レ 
ブリヂストン 
トステム 
花王 
富士写真フイルム 
積水化学工業 
住友スリーエム 
JSR 
日本ゼオン 
クレハ 
旭化成 
東洋インキ製造 
P&G 
旭電化工業 
中外製薬 
大日本住友製薬 
キッセイ薬品工業 
エーザイ 
第一三共 
ヤンセンファーマ 
協和発酵 
大塚製薬 
富山化学工業 
ファイザー 
小野薬品工業 
武田薬品工業 
佐藤製薬 
大鵬薬品工業 
日本アルコン 
オリンパス 
シチズン時計 
テルモ 
日立製作所 
日本電気（NEC） 
リコー 
キヤノン 
東芝 
富士ゼロックス 
富士通 
三菱電機 
ソニー 
セイコーエプソン 
松下電器産業（ナショナル） 
日本ヒューレット・パッカード（HP） 
カシオ計算機 
ローム 
シャープ 
京セラ 
アルプス電気 
パイオニア 
日本電産 
村田製作所 
エンプラス 
キヤノンアネルバ 
光洋精工 
オムロン 
新日本無線 
フィリップスエレクトロニクスジャパン 
マブチモーター 
三洋電機 
サンケン電気 
横河電機 
川崎マイクロエレクトロニクス 
NECエレクトロニクス 
ブラザー工業 

 

10 
7 
6 
5 
5 
5 
5 
5 
4 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
5 
4 
4 
3 
3 
3 
9 
8 
5 
9 
7 
5 
5 
5 
5 
4 
3 
3 
3 
3 
14 
4 
4 
4 
4 
4 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
8 
4 
3 
35 
29 
21 
19 
14 
14 
12 
10 
9 
8 
8 
7 
6 
6 
6 
5 
5 
5 
4 
4 
4 
4 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3

 

名誉の一瞬…長年の成果、修了証書の拝受

平
成
十
七
年
度
の
学
位
記
・

修
了
証
書
授
与
式
が
三
月
二
十

日
、
卒
業
生
の
新
し
い
門
出
を

祝
う
か
の
よ
う
な
晴
れ
や
か
な

平成１７年度卒業・修了生数一覧 平成１８年 
３月２０日 （ ） 

学部 学　　科 

学　部　合　計 

卒業 
生数 

研究科 専　　攻 

研　究　科　合　計 

博士 
修士 

課程 論文 

専　　攻 専攻科 

専　攻　科　合　計 

修了生数 

数 学 科  
物 理 学 科  
化 学 科  
数理情報科学科 
応 用 数 学 科  
応用物理学科 
応 用 化 学 科  

計 
数 学 科  
物 理 学 科  
化 学 科  

計 
建 築 学 科  
工 業 化 学 科  
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  
機 械 工 学 科  

計 
建 築 学 科  
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  

計 
薬 学 科  
製 薬 学 科  

計 
数 学 科  
物 理 学 科  
情 報 科 学 科  
応用生物科学科 
建 築 学 科  
工 業 化 学 科  
電気電子情報工学科 
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  
機 械 工 学 科  
土 木 工 学 科  

計 
電子応用工学科 
材 料 工 学 科  
生 物 工 学 科  

計 
経 営 学 科  

計 

128 
93 
118 
103 
36 
111 
125 
714 
147 
144 
166 
457 
120 
109 
130 
93 
102 
554 
73 
91 
63 
227 
88 
89 
177 
108 
153 
120 
88 
105 
139 
125 
39 
128 
139 
98 

1,242 
93 
90 
88 
271 
228 
228 
3,870

理
　
　
一 

理
　

二 

薬
学 

工
　

二 

経
営 

基
礎
工 

理
　
　
　
　
工 

工
　
一 

数 学 専 攻  
物 理 学 専 攻  
化 学 専 攻  
理 数 教 育 専 攻  

計 
建 築 学 専 攻  
工 業 化 学 専 攻  
電 気 工 学 専 攻  
経 営 工 学 専 攻  
機 械 工 学 専 攻  

計 
薬 学 専 攻  

計 
数 学 専 攻  
物 理 学 専 攻  
情 報 科 学 専 攻  
応用生物科学専攻 
建 築 学 専 攻  
工 業 化 学 専 攻  
電 気 工 学 専 攻  
経 営 工 学 専 攻  
機 械 工 学 専 攻  
土 木 工 学 専 攻  

計 
電子応用工学専攻 
材 料 工 学 専 攻  
生 物 工 学 専 攻  

計 
生 命 科 学 専 攻  

計 
経 営 学 専 攻  

計 
総合科学技術経営専攻 

計 

33 
48 
96 
19 
196 
43 
47 
60 
37 
40 
227 
64 
64 
9 
43 
49 
47 
71 
72 
81 
61 
55 
25 
513 
50 
45 
40 
135 
11 
11 
14 
14 
68 
68 

1,228

0 
2 
0 
－ 
2 
0 
0 
1 
1 
0 
2 
5 
5 
0 
1 
0 
1 
1 
2 
0 
1 
1 
0 
7 
1 
1 
2 
4 
3 
3 
－ 
－ 
－ 
－ 
23

6 
5 
6 
－ 
17 
0 
0 
0 
5 
2 
7 
7 
7 
1 
5 
1 
8 
2 
8 
3 
2 
2 
0 
32 
2 
2 
5 
9 
3 
3 
－ 
－ 
－ 
－ 
75

理
　
研 

薬
研 

生
命
研
経
営
研 

総
合
科 

学
技
術 

経
営
研 

工
　
　
研 

理
　
　
工
　
　
研 

基
礎
工
研 

数 学 専 攻  理学専攻科 25 
25

学 部  
修 士  
博士（課程） 
専 攻 科  
大 学 合 計  

3,870 
1,228 
75 
25 

5,198

＊全ての学部、大学院および専攻科において、平成17年９月30日付の卒業（修了）者はいない。 
＊博士は、課程・論文とも平成18年３月20日付授与者のみ集計。平成17年度博士の学位授与総数は119名。 

 

平
成
十
七
年
度
の
就
職
状
況

は
、
景
気
回
復
に
伴
う
設
備
投

資
の
増
加
や
新
規
事
業
の
拡

大
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に

備
え
て
の
求
人
増
な
ど
を
反
映

し
て
、
雇
用
情
勢
は
一
段
と
増

加
傾
向
に
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
本
学
に

対
す
る
求
人
件
数
は
四
千
五
百

二
十
五
件
で
、
対
前
年
比
六
％

増
加
し
た
。
業
種
別
に
は
建

設
・
電
機
、
機
械
、
自
動
車
等

の
製
造
業
が
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
都
道
府
県
別
で
は
総
じ
て

大
都
市
圏
か
ら
の
求
人
が
増
え

て
い
る
。

次
に
、
本
学
の
就
職
内
定
率

は
九
六
％
（
三
月
二
十
日
現
在
）

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
学

の
学
生
が
十
分
な
基
礎
学
力
と

高
度
な
専
門
知
識
を
身
に
付
け

た
「
実
力
主
義
の
教
育
理
念
」

が
社
会
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
現
わ
れ
で
あ
る
。
教
員
関
係

は
、
公
立
・
私
立
学
校
採
用
試

験
に
六
十
二
人
が
合
格
し
、
国

家
・
地
方
公
務
員
試
験
は
、
百

三
十
五
人
が
合
格
し
た
。
ま

た
、
大
学
院
修
士
課
程
に
千
六

百
四
十
一
人
（
昼
間
学
部
進
学

率
四
七
・
九
％
）
が
進
学
し
て

い
る
。

就
職
課
で
は
低
学
年
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
、
公
務
員
・
教
員
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
各
種
試
験

対
策
模
試
、
面
接
講
習
会
な
ど

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
。
学
生
の

皆
さ
ん
は
、
積
極
的
に
参
加
願

い
た
い
。

最
後
に
、
神
楽
坂
校
舎
の
新

校
舎
建
設
工
事
の
た
め
、
工
学

部
が
九
段
校
舎
に
移
転
し
た
こ

と
に
伴
い
、
九
段
校
舎
（
南
棟

七
階
）
に
就
職
課
事
務
室
が
開

設
さ
れ
た
。
ま
た
、
野
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
も
、
新
た
に

就
職
課
（
１
号
館
三
階
）
が
広

く
な
っ
て
模
様
替
え
と
な
っ

た
。
気
楽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら

い
た
い
。

明
る
さ
増
し
た
就
職
状
況 

明
る
さ
増
し
た
就
職
状
況 

平
成
17
年
度
　
　

大
学
院
進
学
率
48
％ 

「感性に磨きを」と竹内学長 
平成17年度学位記・修了証書授与式 

が
ん
ば
っ
た
Ｖ
！
晴
れ
着
で
晴
れ
晴
れ

みんないい顔、この日の笑顔を未来へ…天にも昇る思いを胸に、宙に舞う
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平成18年度  入学式

がすみの中を会場へ…左上は式場の日本武道館＝九段校舎から写す　�

雰
囲
気
を
盛
り
あ
げ
る
本
学
管
弦
楽
団
と
混
声
合
唱
団
の
演
奏

したサクラが若芽を出しながら待っていた

こもごもにお祝いと激励の言葉を述べる塚本理事長左と竹内学長右

講堂を埋めつくした新入生と父母たち

デジタル、ケータイに混じって旧式もあり…カメラの砲列

お祝いまんじゅうや出版物も売出し

●
125
周
年
を
祝
賀

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
十
月
八
日

（
日
）
十
時
よ
り
野
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
放
し
て
理
窓
会
と
理

科
大
と
の
共
催
で
大
規
模
な
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

は
物
理
学
校
創
立
以
来
、

初
め
て
の
行
事
で
す
が
、

全
国
十
五
万
人
の
卒
業
生

に
声
を
か
け
、
多
彩
な
催

し
物
を
楽
し
み
な
が
ら
、

百
二
十
五
周
年
を
祝
い
、

久
し
ぶ
り
の
同
窓
と
の
思

い
が
け
な
い
出
会
い
、
交

流
の
場
と
す
る
も
の
で

す
。
発
展
す
る
大
学
の
姿

を
目
の
前
に
し
て
大
学
と

卒
業
生
の
絆
を
さ
ら
に
深

め
、
全
国
的
な
広
報
活
動

で
大
学
の
社
会
的
認
知
度

の
更
な
る
向
上
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

記
念
式
典
は
薬
学
部
校
舎
の

講
堂
で
挙
行
し
、
併
せ
て
、
卒

業
後
五
十
年
以
上
を
迎
え
る
卒

業
生
の
懇
親
会
を
カ
ナ
ル
会
館

で
行
い
ま
す
。

記
念
講
演
会
は
学
術
分
野
と

産
業
界
か
ら
、
今
最
も
注
目
を

浴
び
て
い
る
方
々
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
ま
す
。

森
戸
記
念
体
育
館
を
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
著

名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
卒
業
生
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
演
奏
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
な
ど
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

屋
外
に
は
出
会
い
の
広

場
、
模
擬
店
な
ど
の
趣
向

を
こ
ら
し
同
期
会
、
研
究

室
会
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会
の
た
め
の
懇
親
テ
ン

ト
も
用
意
し
ま
す
。

小
中
学
生
向
け
の
親
子

化
学
実
験
室
も
用
意
し
ま

す
。
親
子
連
れ
の
卒
業
生
、

近
隣
地
域
住
民
の
参
加
も

期
待
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
試
み
で
す
が
、

豪
華
商
品
を
取
り
揃
え
た

参
加
券
に
よ
る
大
抽
選
会

が
花
を
添
え
ま
す
。

全
行
事
へ
の
在
校
生
の

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊
理
窓
会
…
本
学
卒
業
生
が
自

動
的
に
加
入
す
る
同
窓
会
。

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
スhttp:

//risoukai.rikadai.jp/in
dex.htm

l

理理

窓窓

会会
だ
よ
り

今秋「ホームカミングデー」開催
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
四
月

か
ら
新
し
い
環
境
に
入
っ
て
毎

日
、
緊
張
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
学
と
い
う
環
境
に
移
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
変
化

を
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
と

く
に
入
学
を
機
に
、
住
み
慣
れ

た
家
を
離
れ
、
一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
学
生
さ
ん
は
、
自
分
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ

っ
て
、
あ
る
意
味
で
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
ま
で
親
御
さ
ん
に
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
た
食
事
、
洗
濯
、
買

い
物
な
ど
、
す
べ
て
自
分
で
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
頼
れ

る
の
は
、
自
分
だ
け
で
す
。
一

人
暮
ら
し
の
魅
力
は
な
ん
と
い

っ
て
も
自
由
な
生
活
で
す
が
、

そ
れ
を
味
わ
う
の
に
は
、
衣
食

住
な
ど
身
の
回
り
の
こ
と
を
自

分
で
す
る
生
活
能
力
と
、
周
囲

の
人
間
と
円
滑
に
関
わ
る
こ
と

の
で
き
る
対
人
関
係
能
力
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

私
の
所
属
す
る
よ
ろ
ず
学
生

相
談
室
で
、
新
学
期
の
も
っ
と

も
多
い
相
談
は
、
大
学
の
環
境

に
な
じ
め
な
い
な
ど
の
適
応
相

談
で
す
。
う
ま
く
人
と
か
か
わ

れ
ず
、
な
か
な
か
友
達
や
話
し

相
手
が
で
き
ず
に
、
孤
独
感
を

持
っ
て
大
学
生
活
を
し
て
い
る

場
合
な
ど
で
す
。
新
し
い
環
境

に
な
じ
め
ず
、
夜
も
不
安
で
眠

れ
ず
、
精
神
的
に
緊
張
が
続
く

と
疲
労
が
蓄
積
し
て
い
き
ま
す
。

緊
張
を
解
く
に
は
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
状
態
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ぬ
る
め
の
お
湯
に
ゆ

っ
く
り
入
る
、
好
き
な
音
楽
を

聴
き
な
が
ら
食
事
を
す
る
。
人

●
100
周
年
祝
う

今
か
ら
二
十
五
年
前
の
昭
和

五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
、
本

学
は
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
記

念
式
典
、
学
生
歌
制
定
な
ど

様
々
な
記
念
行
事
を
開
催
す

る
。
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号

館
や
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
記
念
図

書
館
も
、
こ
の
百
周
年
記
念
に

建
設
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
。
特

に
記
念
図
書
館
の
設
計
は
、
本

学
卒
業
生
の
設
計
コ
ン
ペ
に
よ

っ
て
選
定
す
る
と
い
う
記
念
行

事
に
ふ
さ
わ
し
い
試
み
を
と
っ

た
。
翌
年
に
は
そ
の
前
庭
に
、

桜
並
木
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
芝

生
や
、
流
れ
に
つ
づ
く
池
を
も

つ
大
規
模
な
造
園
工
事
が
施
さ

れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
は
一

新
す
る
。
ま
た
、
創
立
百
周
年

を
機
に
昭
和
五
十
六
年
に
は
総

合
研
究
所
を
設
立
し
、
昭
和
五

十
九
年
に
は
科
学
教
養
誌

『SU
T
B
ulletin

』（
現
在
の

『
理
大
　
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』）

が
発
刊
さ
れ
る
。

さ
ら
に
本
学
は
、
昭
和
六
十

二
年
に
一
年
次
の
教
育
を
北
海

道
長
万
部
で
行
う
基
礎
工
学
部

を
、
平
成
五
年
に
は
埼
玉
県
久

喜
市
に
経
営
学
部
を
設
置
す

る
。
そ
の
後
も
、
生
命
科
学
研

究
所
、
大
学
院
理
学
研
究
科
理

数
教
育
専
攻
、
情
報
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
、
計
算
科
学
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
情
報

科
学
研
究
・
教
育
機
構
な
ど
を

設
置
し
て
、
教
育
研
究
組
織
の

充
実
を
図
り
、
理
工
系
総
合
大

学
と
し
て
、
そ
の
地
位
を
確
固

た
る
も
の
と
し
て
い
く
。

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
度

に
は
私
大
初
と
な
る
「
連
携
大

学
院
方
式
」
を
導
入
。
様
々
な

研
究
所
で
働
く
研
究
者
を
客
員

教
授
と
し
て
迎
え
、
学
生
の
研

究
・
教
育
活
動

の
一
層
の
活
性

化
を
図
っ
た
。

ま
た
、
文
部
科

学
省
の
学
術
研

究
高
度
化
推
進

事
業
に
本
学
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
平
成
十

二
年
度
か
ら
毎

年
採
択
さ
れ
、

先
端
材
料
研
究

セ
ン
タ
ー
、
ゲ

ノ
ム
創
薬
研
究

セ
ン
タ
ー
、
ナ

ノ
サ
イ
エ
ン

ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
セ
ン

タ
ー
、
再
生
工
学
研
究
セ
ン
タ

ー
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
を

次
々
に
設
置
す
る
。

●
再
構
築
着
手

平
成
十
六
年
に
は
、
狭
隘
で

劣
悪
な
教
育
研
究
環
境
を
改
善

す
る
た
め
、
薬
学
部
を
神
楽
坂

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
野
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
移
転
す
る
。
同
時
に
、

神
楽
坂
地
区
・
野
田
地
区
の
施

設
設
備
の
再
構
築
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。

さ
ら
に
、
近
年
で
は
火
災
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
文
部
科
学

省
の
「
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
、
ま

た
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け

る
「
全
寮
制
に
よ
る
全
人
的
教

養
教
育
」
が
「
特
色
あ
る
大
学

教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ

Ｐ
）」
に
も
採
択
さ
れ
る
な
ど
、

本
学
の
教
育
研
究
活
動
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

産
業
界
に
真
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
を
輩
出
す
る
と
い
う

目
的
で
、
平
成
十
六
年
に
は
、

本
格
的
な
技
術
経
営
者
の
育
成

の
た
め
総
合
科
学
技
術
経
営
専

攻
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
を
、
平
成
十
七

年
に
は
科
学
技
術
と
経
営
と
知

的
財
産
の
三
分
野
に
通
じ
た
専

門
家
を
育
成
す
る
知
的
財
産
戦

略
専
攻
（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）
を
開
設
す

る
。

平
成
十
五
年
に
は
、
承
認
Ｔ

Ｌ
Ｏ
と
し
て
の
「
科
学
技
術
交

流
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
、
ま
た

同
年
に
は
「
大
学
知
的
財
産
本

部
整
備
事
業
」
の
実
施
機
関
に

採
択
さ
れ
る
。

平
成
十
六
年
に
は
、
父
母
と

大
学
が
密
接
な
連
携
を
図
っ
て

学
生
を
支
援
す
る
た
め
に
、
父

母
会
「
こ
う
よ
う
会
」
が
発
足

し
、
毎
年
全
国
各
地
で
父
母
懇

談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
大
学

と
父
母
が
一
体
と
な
っ
た
学
生

支
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
来
、
日
本
の
幾
つ

か
の
大
学
に
お
い
て
は
、
大
学

経
営
の
財
政
的
健
全
性
を
検
証

す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
格
付

け
機
関
」
に
よ
る
評
価
が
行
わ

れ
て
い
る
。
本
学
は
、
米
国
の

著
名
な
格
付
け
機
関
Ｓ
＆
Ｐ
社

に
評
価
を
依
頼
し
て
お
り
、
平

成
十
六
年
か
ら
三
年
連
続
で

「
Ａ
Ａ
－
」（
ダ
ブ
ル
Ａ
マ
イ
ナ

ス
）
と
い
う
高
い
格
付
け
を
得

て
い
る
。

●
125
周
年
の
今

今
年
、
東
京
理
科
大
学
は
創

立
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
。

二
十
一
人
の
創
立
者
た
ち
が

掲
げ
た
「
理
学
の
普
及
を
以
っ

て
国
運
発
展
の
基
礎
と
為
す
」

と
い
う
東
京
理
科
大
学
の
建
学

の
理
念
は
、
百
二
十
五
年
を
経

た
今
日
に
お
い
て
も
な
お
、
そ

の
意
義
を
失
っ
て
い
な
い
ば
か

り
か
、
益
々
そ
の
重
要
性
を
増

し
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
わ
れ
わ
れ
は
新

た
な
コ
ン
セ
プ
ト
�Conscien

ce

�
を
掲
げ
て
、
次
の
百
年

を
考
え
る
。
「
人
間
と
自
然
の

た
め
の
科
学
技
術
の
創
造
」
を

教
育
理
念
と
し
、
科
学
者
・
技

術
者
・
教
育
者
と
し
て
の
「
良

心
」
を
も
っ
て
、
科
学
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
か
ら
得
た
知
識
を
未

来
の
夢
の
実
現
へ
と
展
開
し
て

い
く
。
　
　
　
　

（
お
わ
り
）

（『
東
京
理
科
大
学
の
現
状
と
課

題
平
成
16
年
度
版
』よ
り
抜
粋
）

花がすみの中を会

厳
そ
か
な
式
典
の
後
、
本
学
Ｙ
ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ

ソ
ー
ラ
ン
部
が
華
麗
に
祝
賀
の
舞
い
を
披
露

▲　今年は早々と一斉に開花したサクラが

� 式を終えて直ちに長万
部へ向かうため空港行
きのバスに乗る基礎工
学部の新入生上と、そ
れを見送る父母たち下

小  山　  望

１

と
会
話
を
す
る
。
自
然
の
あ
る

と
こ
ろ
を
散
策
す
る
。

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
川

に
沿
っ
て
遊
歩
道
が
あ
り
ま

す
。
自
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
状
態
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
な
か
な
か
友
達
が
で
き

な
い
と
き
は
、
遠
慮
な
く
学
生

相
談
室
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

人
と
話
を
す
る
こ
と
は
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
お
や
ま
・
の
ぞ
み
　
理
工
学

部
教
養
助
教
授
・
臨
床
心
理

士
・
学
生
相
談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

さ
ま
ざ
ま
な
緊
張
を
解
く
工
夫
を

⑥ 

豆知識 

百
周
年
記
念
で
神
楽
坂
１
号
館
の
窓
に

浮
か
び
あ
が
っ
た
「
100
」
の
光
文
字

さらなる飛躍を目指して

125周年記念事業の一環としてスタートした九段校舎
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【
同
窓
生
】

◇
金
五
百
万
円

森
野
　
義
男
様

（
累
計
金
参
千
九
百
五
拾
万
円
）

◇
金
弐
百
万
円

酒
井
　
陽
太
様

（
累
計
金
弐
百
五
拾
万
円
）

◇
金
壱
百
五
拾
万
円

加
藤
　
和
詳
様

（
累
計
金
弐
百
五
拾
万
円
）

◇
金
壱
百
万
円

天
野
　
久
様（
累
計
金
参
百
万
円
）

島
崎
益
男
様（
累
計
金
弐
百
万
円
）

菅
原
　
俊
一
様

（
累
計
金
弐
百
六
拾
万
円
）

諏
訪
部
充
弘
様（累

計
金
弐
百
万
円
）

西
村
和
夫
様（
累
計
金
参
百
万
円
）

◇
金
五
拾
五
万
円

渡
辺
　
　
泰
様

◇
金
五
拾
万
円

安
藤
治
夫
様（
累
計
金
壱
百
万
円
）

石
山
　
　
清
様

（
累
計
金
壱
百
五
拾
万
円
）

井
上
　
吉
靖
様

（
累
計
金
壱
百
壱
拾
万
円
）

加
藤
　
敏
雄
様

上
村
　
直
樹
様

小
西
敏
治
様（
累
計
金
壱
百
万
円
）

駒
井
　
幹
彦
様

酒
井

様

◇
金
参
拾
万
円

横
手
治
江
様（
累
計
金
五
拾
万
円
）

◇
金
弐
拾
五
万
円

和
則
様（
累
計
金
五
拾
万
円
）

◇
金
弐
拾
万
円

川
本
英
一
様（
累
計
金
五
拾
万
円
）

葛
田
正
雄
様（
累
計
金
九
拾
万
円
）

坂
田
　
八
昭
様

永
塚
　
博
達
様

安
盛
　
岩
雄
様

◇
金
壱
拾
五
万
円

辻
　
　
和
良
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
弐
万
五
千
円

岡
本
　
公
爾
様

（
累
計
金
弐
拾
五
万
円
）

◇
金
壱
拾
万
円

阿
部
治
男
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

飯
澤
　
　
徹
様

石
井
　
甲
一
様

石
村
　
園
子
様

稲
葉
　
健
郎
様

岩
川
　
廉
夫
様

内
山
　
幹
夫
様

大
西
　
克
則
様

大
柳
　
繁
造
様

押
尾
　
　
茂
様

加
藤
　
裕
一
様

金
子
雄
一
郎
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

苅
谷
　
嵩
夫
様

神
鳥
嘉
之
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

工
藤
　
　
寧
様

斉
藤
　
秀
子
様

坂
本
　
正
吉
様

佐
藤
　
チ
エ
様

末
本
　
守
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

菅
谷
　
幹
治
様

須
坂
　
和
晃
様

鈴
木
　
　
猛
様

鈴
木
　
俊
治
様

鈴
木
　
幹
久
様

野
　
京
子
様

田
中
理
房
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

玉
川
　
順
一
様

中
條
健
八
郎
様

角
田
智
良
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

藤
間
　
久
義
様

長
岡
　
寛
明
様

沼
田
　
佳
之
様

根
本
悦
朗
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

長
谷
川
智
哉
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

林
　
　
理
様

平
出
鐵
次
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

廣
田
　
正
義
様

福
田
　
　
正
様

福
田
容
久
様（
累
計
金
参
拾
万
円
）

藤
田
　
剛
二
様

古
瀬
　
鉄
男
様

松
丸
　
由
江
様

松
村
　
徳
二
様

万
年
　
勲
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

森
　
　
俊
幸
様

森
西
耕
一
郎
様

矢
内
原
勝
男
様（累

計
金
参
拾
万
円
）

山
田
建
己
様（
累
計
金
参
拾
万
円
）

匿
名
　
　
八
名

◇
金
七
万
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
六
万
円

水
野
澄
様（
累
計
金
壱
拾
弐
万
円
）

◇
金
五
万
円

浅
野
　
　
晃
様

安
達
　
順
一
様

厚
見
　
　
全
様

渥
美
　
　
博
様

上
原
　
謙
一
様

大
井
手
幸
夫
様

奥
村
弘
樹
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

河
鰭
　
一
誠
様

川
原
伊
都
雄
様

菅
野
　
祐
一
様

菊
地
輝
榮
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

小
池
田
　
稔
様

小
沼
　
　
亮
様

小
林
　
　
充
様

斉
藤
　
圭
亮
様

酒
井
　
俊
司
様

七
里
　
國
之
様

篠
田
　
貞
行
様

志
村
　
紀
子
様

城
市
惠
行
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

白
濱
傳
様（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

鈴
木
　
勝
英
様

b
田
　
貞
二
様

b
橋
　
潤
子
様

b
橋
　
　
勝
様

瀧
口
　
彬
子
様

立
石
　
定
夫
様

田
中
　
宏
美
様

田
村
　
　
仁
様

冨
澤
　
　
豊
様

鳥
海
　
辰
雄
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

仲
里
　
恒
雄
様

中
原
　
洋
平
様

中
村
　
友
道
様

縄
田
　
滋
則
様

西
谷
ひ
ろ
子
様

蓮
尾
　
武
久
様

引
田
　
萬
里
様

平
松
　
洋
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

福
田
　
昇
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

藤
村
美
佐
子
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

古
橋
一
男
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

堀
越
　
晴
美
様

松
浦
　
孝
泰
様

松
岡
是
治
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

三
宅
　
章
道
様

森
田
　
正
春
様

八
巻
　
由
孝
様

山
崎
仁
志
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

山
本
　
修
一
様

匿
名
　
　
十
名

◇
金
四
万
円

高
橋
　
修
司
様（
累
計
金
八
万
円
）

山
c

祐
介
様

◇
金
参
万
円

伊
東
千
代
治
様（
累
計
金
五
万
円
）

岡
崎
　
　
忠
様

川
内
陽
志
生
様

菊
池
　
　
均
様

田
中
　
　
実
様（
累
計
金
六
万
円
）

谷
本
　
憲
彦
様（
累
計
金
五
万
円
）

月
井
　
武
雄
様

中
村
　
　
白
様

西
村
　
実
三
様（
累
計
金
五
万
円
）

村
上
　
孝
公
様

山
口
　
博
之
様（
累
計
金
四
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
弐
万
五
千
円

山
口
文
夫
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

◇
金
弐
万
円

安
部
　
圭
子
様

石
井
　
英
機
様（
累
計
金
参
万
円
）

市
川
　
武
宜
様

王
　
　
殿
升
様

岡
c

英
博
様（
累
計
金
四
万
円
）

川
上
　
満
和
様

君
塚
　
正
勝
様

斎
藤
　
和
男
様（
累
計
金
参
万
円
）

鈴
木
　
清
一
様

須
田
　
　
匡
様（
累
計
金
六
万
円
）

首
藤
　
　
隆
様（
累
計
金
四
万
円
）

土
田
　
美
廣
様

中
野
　
増
男
様（
累
計
金
五
万
円
）

林
田
　
　
實
様（
累
計
金
六
万
円
）

山
本
　
　
修
様

吉
田
　
泰
士
様

◇
金
壱
万
五
千
円

山
口
　
重
男
様（
累
計
金
四
万
円
）

◇
金
壱
万
円

新
井
有
希
子
様

泉
田
　
　
保
様（
累
計
金
弐
万
円
）

遠
藤
　
一
郎
様（
累
計
金
五
万
円
）

小
川
　
　
格
様

粕
谷
　
知
秀
様（
累
計
金
弐
万
円
）

久
保
　
卓
也
様（
累
計
金
四
万
円
）

河
野
　
秀
昭
様（
累
計
金
参
万
円
）

後
藤
　
良
人
様（
累
計
金
六
万
円
）

佐
藤
　
高
平
様

杉
山
　
秋
彦
様（
累
計
金
参
万
円
）

仙
波
　
　
實
様

b
橋
　
秀
一
様

高
宮
　
英
夫
様（
累
計
金
参
万
円
）

玉
置
　
　
充
様（
累
計
金
四
万
円
）

千
葉
　
逹
司
様

富
田
　
桂
次
様（
累
計
金
弐
万
円
）

永
井
　
親
家
様（
累
計
金
弐
万
円
）

中
澤
　
　
誠
様

原
　
　
光
博
様

平
田
　
　
伸
様（
累
計
金
弐
万
円
）

星
　
　
健
一
様

山
極
　
時
生
様（
累
計
金
四
万
円
）

山
田
　
　
浩
様

横
田
　
允
男
様

横
山
　
忠
明
様

涌
井
　
元
三
様

【
父
母
保
証
人
】

◇
金
壱
拾
万
円

川
島
　
京
子
様

高
橋
　
幸
男
様

濱
井
　
正
明
様

宮
沢
　
清
二
様

吉
井
　
清
治
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
万
円

内
田
　
悦
嗣
様

堤
　
　
玲
子
様

原
　
　
芳
邦
様

藤
井
　
正
春
様

【
一
般
個
人
】

◇
金
壱
百
万
円

長
谷
川
た
け
よ
様

◇
金
五
拾
万
円

林
　
　
　
力
様

◇
金
壱
拾
万
円

岩
下
平
四
郎
様

◇
金
五
万
円

吉
本
　
典
正
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
壱
拾
万
円

杉
山
俊
隆
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

◇
金
五
万
円

明
石
　
和
夫
様

田
中
　
　
務
様

【
教
職
員
】

◇
金
八
百
万
円

横
山
和
夫
様（
累
計
金
壱
千
万
円
）

◇
金
壱
百
五
拾
万
円

長
谷
川
佑
子
様（累

計
金
参
百
万
円
）

◇
金
壱
百
弐
拾
万
円

狩
野
　
紀
昭
様

（
累
計
金
壱
百
七
拾
万
円
）

◇
金
壱
百
万
円

東
　
　
隆
親
様

塚
本
桓
世
様（
累
計
金
五
百
万
円
）

土
谷
敏
雄
様（
累
計
金
弐
百
万
円
）

原
　
文
雄
様（
累
計
金
参
百
万
円
）

◇
金
六
拾
万
円

児
島
　
　
紘
様

（
累
計
金
壱
百
六
拾
万
円
）

橋
本
　
巖
様（
累
計
金
壱
百
万
円
）

山
口
　
俊
和
様

山
本
　
　
栄
様

◇
金
五
拾
万
円

伊
藤
　
　
滋
様

小
野
寺
祐
夫
様

栗
原
　
良
平
様

（
累
計
金
壱
百
五
拾
万
円
）

菅
原
二
三
男
様

土
屋
　
律
行
様

幡
野
　
純
様（
累
計
金
四
百
万
円
）

浜
田
知
久
馬
様

匿
名
　
　
二
名

◇
金
参
拾
万
円

青
山
　
隆
夫
様

池
北
雅
彦
様（
累
計
金
六
拾
万
円
）

石
井
　
康
之
様

井
口
　
眞
様（
累
計
金
四
拾
万
円
）

蟹
江
　
　
壽
様

上
村
　
洸
様（
累
計
金
五
拾
万
円
）

小
出
　
直
之
様

（
累
計
金
壱
百
五
拾
万
円
）

服
部
　
武
志
様

匿
名
　
　
二
名

◇
金
弐
拾
五
万
円

河
合
　
武
司
様

戸
嶋
　
直
樹
様

干
鯛
　
眞
信
様

◇
金
弐
拾
万
円

池
田
　
紘
一
様

佐
々
木
有
朋
様（累

計
金
五
拾
万
円
）

鈴
木
　
政
雄
様

長
沢
　
寿
一
様

中
野
　
英
樹
様

西
谷
　
　
潔
様

本
間
　
芳
和
様

安
盛
　
敦
雄
様

◇
金
壱
拾
五
万
円

阿
部
正
彦
様（
累
計
金
五
拾
万
円
）

今
井
　
雅
幸
様

（
累
計
金
六
拾
五
万
円
）

鈴
木
　
康
一
様

（
累
計
金
四
拾
五
万
円
）

野
口
　
昭
治
様

渡
辺
恒
夫
様（
累
計
金
六
拾
万
円
）

◇
金
壱
拾
四
万
五
千
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
弐
万
五
千
円

藤
野
　
仁
三
様

◇
金
壱
拾
壱
万
円

大
野
　
紀
夫
様

◇
金
壱
拾
万
円

明
畠
　
高
司
様

吾
郷
　
孝
視
様

安
部
　
良
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

新
井
　
孝
夫
様

奥
原
　
正
夫
様

柏
谷
　
衛
様（
累
計
金
五
拾
万
円
）

加
藤
　
清
敬
様

川
向
　
正
人
様

川
村
　
　
清
様

日
下
部
慧
様（
累
計
金
四
拾
万
円
）

小
林
　
隆
夫
様

櫻
井
　
雅
典
様

鈴
木
　
潤
三
様

沼
田
　
一
道
様

野
村
　
設
郎
様

半
谷
精
一
郎
様（累

計
金
参
拾
万
円
）

東
原
　
美
子
様

深
谷
公
男
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

藤
代
　
博
記
様（累

計
金
参
拾
万
円
）

古
川
猛
夫
様（
累
計
金
参
拾
万
円
）

古
谷
　
賢
朗
様

町
田
賢
司
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

松
尾
　
康
光
様

村
田
茂
夫
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

山
田
　
俊
彦
様

（
累
計
金
参
百
弐
拾
五
万
円
）

山
本
經
二
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

匿
名
　
十
三
名

◇
金
九
万
五
千
円

稲
坂
勤
様（
累
計
金
四
拾
九
万
円
）

清
水
　
克
彦
様

（
累
計
金
弐
拾
参
万
円
）

◇
金
九
万
円

菊
地
正
様（
累
計
金
参
拾
弐
万
円
）

眞
田
　
克
典
様

（
累
計
金
弐
拾
五
万
円
）

◇
金
八
万
円

匿
名
　
　
二
名

◇
金
七
万
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
六
万
五
千
円

赤
上
　
　
好
様

（
累
計
金
壱
拾
弐
万
五
千
円
）

上
田
　
昌
毅
様

（
累
計
金
壱
拾
六
万
五
千
円
）

◇
金
六
万
円

長
野
　
　
東
様

平
塚
三
好
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

三
井
田
陸
郎
様

（
累
計
金
弐
拾
弐
万
円
）

桃
沢
信
幸
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
五
万
五
千
円

谷
口
　
　
淳
様

（
累
計
金
壱
拾
四
万
五
千
円
）

◇
金
五
万
円

大
石
　
尊
朗
様

恩
田
　
邦
藏
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

片
岡
　
　
寛
様

岸
本
　
英
博
様

倉
渕
　
隆
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

小
室
　
達
也
様

小
森
未
奈
子
様

酒
井
　
吉
雄
様

坂
本
　
正
典
様

沢
口
　
末
吉
様

沢
口
と
よ
子
様

清
水
　
大
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

清
水
　
眞
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

合
　
憲
三
様

爲
我
井
哲
夫
様（累

計
金
参
拾
万
円
）

沼
隆
三
様（
累
計
金
弐
拾
八
万
円
）

福
田
　
幸
夫
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

藤
井
　
志
郎
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

星
　
　
肇
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

穂
積
信
道
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

牧
高
司
様（
累
計
金
弐
拾
五
万
円
）

松
野
直
様（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

宮
川
　
良
男
様

（
累
計
金
弐
拾
四
万
円
）

安
原
　
昭
夫
様

山
下
輝
雄
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

吉
田
孝
博
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

渡
辺
　
幸
人
様

（
累
計
金
弐
拾
五
万
円
）

匿
名
　
　
八
名

◇
金
四
万
五
千
円

岩
崎
　
　
等
様

（
累
計
金
壱
拾
四
万
五
千
円
）

◇
金
四
万
円

加
納
誠
様（
累
計
金
参
拾
壱
万
円
）

宮
本
　
岩
男
様

（
累
計
金
弐
拾
万
参
千
円
）

柳
田
昌
宏
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

◇
金
参
万
九
千
円

白
石
　
幸
英
様

（
累
計
金
壱
拾
八
万
六
千
円
）

◇
金
参
万
円

浅
野
比
様（
累
計
金
壱
拾
壱
万
円
）

沖
田
　
武
光
様（
累
計
金
五
万
円
）

菅
井
繁
様（
累
計
金
壱
拾
九
万
円
）

竹
村
哲
雄
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

龍
岡
　
文
夫
様

本
山
好
幸
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

矢
島
博
文
様（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

山
下
正
様（
累
計
金
八
拾
弐
万
円
）

吉
留
　
通
紀
様

（
累
計
金
壱
拾
弐
万
円
）

匿
名
　
　
三
名

◇
金
弐
万
五
千
円

岩
館
　
寛
大
様（
累
計
金
五
万
円
）

茅
壁
　
猛
幸
様

（
累
計
金
壱
拾
万
五
千
円
）

久
保
寺
勝
彦
様

（
累
計
金
七
万
五
千
円
）

◇
金
弐
万
円

石
渡
恵
美
子
様（
累
計
金
九
万
円
）

岡
本
　
　
哲
様

工
藤
　
昭
彦
様

竹
内
　
裕
一
様（
累
計
金
四
万
円
）

趙
　
　
新
為
様

本
間
　
通
正
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
万
九
千
円

赤
澤
　
豊
信
様

（
累
計
金
七
万
五
千
円
）

b
橋
　
正
一
様

（
累
計
金
七
万
五
千
円
）

◇
金
壱
万
五
千
円

中
村
　
一
夫
様

（
累
計
金
六
万
五
千
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
万
四
千
円

臼
井
恵
美
子
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

◇
金
壱
万
円

石
田
　
和
弘
様

尾
形
　
　
猛
様（
累
計
金
弐
万
円
）

河
村
　
　
洋
様（
累
計
金
五
万
円
）

菊
池
純
一
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

小
園
　
晴
生
様

斉
藤
　
真
一
様（
累
計
金
五
万
円
）

鈴
木
　
健
嗣
様

巻
田
悦
郎
様（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

正
木
　
　
舞
様（
累
計
金
弐
万
円
）

松
田
　
　
大
様（
累
計
金
四
万
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
七
千
円

天
沼
　
秀
夫
様

（
累
計
金
参
万
七
千
円
）

◇
金
六
千
円

伊
藤
　
享
子
様

（
累
計
金
参
万
四
千
円
）

匿
名
　
　
一
名（
累
計
金
参
万
円
）

◇
金
五
千
円

平
田
　
譲
二
様

【
法
人
】

◇
金
参
千
万
円

株
式
会
社
竹
中
工
務
店
様

◇
金
五
百
万
円

ダ
イ
ダ
ン
株
式
会
社
様

匿
名
　
一
社

◇
金
弐
百
五
拾
万
円

株
式
会
社
熊
谷
組
　
首
都
圏
支
店

様◇
金
弐
百
万
円

東
京
シ
リ
コ
ー
ン
株
式
会
社
様

（
累
計
金
四
百
万
円
）

◇
金
壱
百
万
円

株
式
会
社
シ
ー
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
様

（
累
計
金
弐
百
万
円
）

日
本
分
光
株
式
会
社
様

財
団
法
人
吉
田
育
英
会
様

株
式
会
社
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
様

株
式
会
社
日
本
レ
ジ
ス
ト
リ
サ
ー

ビ
ス
様

味
の
素
株
式
会
社
様

◇
金
五
拾
万
円

医
療
法
人
ゆ
り
の
き
医
院
様

（
累
計
金
壱
百
万
円
）

極
東
製
薬
工
業
株
式
会
社
様

◇
金
弐
拾
五
万
円

梶
原
電
工
株
式
会
社
様

（
累
計
金
五
拾
万
円
）

◇
金
壱
拾
万
円

測
機
社
千
葉
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

様
（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

エ
ク
セ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会

社
様

浜
田
商
事
株
式
会
社
様

◇
金
五
万
円

株
式
会
社
全
日
警
様

【
団
体
】

◇
金
四
拾
四
万
七
千
円

阿
武
・
吉
本
研
究
室
様

相
本
　
　
亮
様

甘
利
　
浩
一
様

阿
武
千
鶴
子
様

井
伊
谷
　
隆
様

池
谷
　
　
聡
様

石
井
　
哲
夫
様

石
川
　
美
貴
様

伊
藤
　
公
博
様

伊
藤
　
幸
夫
様

岩
佐
　
知
厚
様

岩
田
　
純
一
様

内
田
　
貴
幸
様

大
島
　
居
英
様

大
塚
　
潤
一
様

大
橋
　
哲
洋
様

尾
崎
　
友
彦
様

小
澤
　
　
浩
様

小
沼
　
良
成
様

折
目
　
匡
哉
様

風
戸
　
昭
人
様

片
岡
　
一
洋
様

釜
田
　
　
弘
様

川
上
　
耕
司
様

菊
地
　
良
紀
様

小
坂
　
哲
也
様

小
b

陽
様

近
藤
　
武
士
様

斉
藤
裕
美
子
様

佐
藤
　
　
淳
様

佐
藤
　
輝
男
様

志
村
　
知
廣
様

寿
命
　
大
輔
様

菅
沼
　
直
希
様

杉
山
　
真
人
様

関
口
　
治
久
様

b
岡
　
　
歩
様

b
橋
　
政
則
様

嶽
澤
　
一
彰
様

竹
田
　
青
芽
様

田
島
　
大
輔
様

田
中
　
隆
康
様

田
中
　
　
拓
様

田
村
　
真
人
様

鶴
田
　
篤
史
様

冨
永
　
　
潤
様

長
崎
　
洋
平
様

長
田
　
智
孝
様

中
村
　
太
一
様

鍋
島
　
淳
男
様

沼
田
　
哲
哉
様

服
部
　
聡
志
様

浜
辺
　
秀
典
様

日
向
　
一
郎
様

日
吉
　
健
治
様

平
坂
　
仁
志
様

福
田
　
征
一
様

堀
内
　
亮
吾
様

松
村
　
吉
晃
様

松
田
　
浩
明
様

宮
嶋
　
　
純
様

宮
本
　
春
樹
様

村
田
　
浩
司
様

森
　
　
清
二
様

矢
田
　
英
明
様

山
嵜
登
志
夫
様

吉
岡
　
　
真
様

◇
金
四
拾
弐
万
円

工
学
部
建
築
学
科
松
崎
研
究
室
Ｏ

Ｂ
会
様

濱
田
　
　
真
様

阿
部
　
　
潔
様

阿
部
　
哲
也
様

磯
　
　
雅
人
様

稲
永
　
英
治
様

岡
田
　
健
良
様

小
槻
　
雅
人
様

金
子
　
裕
一
様

唐
崎
　
裕
至
様

河
本
　
孝
紀
様

木
村
　
　
博
様

黒
川
　
裕
介
様

黒
須
三
千
代
様

腰
原
　
聖
子
様

小
林
　
淳
彦
様

小
森
　
　
淳
様

清
水
　
　
通
様

新
具
　
誠
次
様

杉
山
　
智
昭
様

鈴
木
　
　
淳
様

鈴
木
　
英
之
様

高
坂
　
　
信
様

高
橋
　
　
啓
様

高
橋
　
稔
宏
様

竹
内
　
正
宏
様

立
平
　
敏
浩
様

田
中
　
秀
宣
様

坪
田
　
修
士
様

直
井
　
瑞
樹
様

中
澤
　
春
生
様

中
野
　
克
彦
様

平
山
　
　
明
様

福
本
　
晃
治
様

福
山
　
　
洋
様

舟
山
　
勇
司
様

星
野
　
克
征
様

本
間
　
博
行
様

南
　
　
尚
吾
様

山
本
　
　
隆
様

山
本
　
泰
宏
様

良
峯
　
秀
彦
様

渡
辺
　
　
聡
様

◇
金
参
拾
万
円

四
葉
・
木
ノ
芽
会（
化
学
第
四
研
、

工
化
木
島
・
分
島
研
）
様

理
窓
会
神
奈
川
支
部
様

黒
崎
　
弘
康
様

◇
金
弐
拾
五
万
円

Ｓ
23
年
卒
応
物
ク
ラ
ス
会
一
同
様

和
井
内
哲
夫
様

秋
元
　
敬
治
様

秋
山
　
忠
男
様

阿
部
　
照
雄
様

伊
藤
　
博
也
様

井
上
　
文
雄
様

上
野
　
美
房
様

江
沢
　
　
正
様

大
橋
　
順
吉
様

大
橋
　
幹
雄
様

小
笠
原
剛
介
様

香
取
　
俊
雄
様

蒲
生
　
勇
三
様

河
村
　
英
雄
様

佐
藤
　
文
次
様

城
田
　
　
勇
様

末
木
　
地
久
様

鈴
木
　
　
茂
様

b
橋
　
正
次
様

長
谷
　
鉚
三
様

名
達
　
三
郎
様

林
　
　
典
男
様

古
沢
　
平
夫
様

前
田
　
　
窕
様

村
松
　
樹
郎
様

◇
金
壱
拾
八
万
五
千
円

理
窓
会
広
島
支
部
及
び
教
育
会
広

島
支
部
様

羽
田
　
啓
二
様

青
木
　
　
淳
様

出
井
　
啓
允
様

岡
本
　
雅
典
様

久
保
　
元
成
様

熊
本
　
乗
久
様

栗
田
健
太
郎
様

清
水
　
敏
樹
様

菅
原
　
基
治
様

平
　
　
逸
雄
様

場
田
　
克
己
様

濱
西
　
正
明
様

原
田
　
重
穂
様

久
岡
　
正
敏
様

本
多
　
立
憲
様

前
　
真
一
郎
様

松
浦
　
明
治
様

◇
金
壱
拾
五
万
五
千
円

東
京
理
科
大
学
　
数
学
教
育
研
究

会
様

（
累
計
金
参
拾
参
万
円
）

澤
田
　
利
夫
様

北
邑
　
一
惠
様

瀧
本
　
玲
子
様

宮
部
　
智
哉
様

◇
金
壱
拾
五
万
壱
千
円

東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
機
械
工

学
科
昭
和
47
年
卒
業
ク
ラ
ス
会
様

（
累
計
金
壱
拾
七
万
壱
千
円
）

杉
崎
　
憲
夫
様

青
山
　
　
秀
様

池
田
　
勇
次
様

伊
藤
　
高
英
様

井
上
　
一
久
様

岩
佐
　
基
祥
様

大
津
　
良
春
様

小
野
寺
信
夫
様

神
代
　
光
人
様

粉
川
　
恵
仲
様

小
林
　
　
茂
様

小
山
　
輝
男
様

酒
井
　
隆
雄
様

菅
谷
　
和
雄
様

高
島
　
義
典
様

橘
　
　
修
一
様

圓
谷
　
久
雄
様

前
澤
　
孝
一
様

山
本
　
英
俊
様

吉
田
　
和
平
様

吉
田
　
信
昭
様

◇
金
壱
拾
五
万
円

Ⅱ
部
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
様

◇
金
壱
拾
弐
万
五
千
円

る
つ
ぼ
会
様

吉
田
　
光
孝
様

天
海
　
偕
子
様

飯
塚
惣
一
郎
様

石
井
　
閑
子
様

泉
　
　
光
夫
様

市
村
　
　
敏
様

内
山
　
英
樹
様

梅
宮
　
英
治
様

榎
本
　
康
信
様

大
久
保
　
清
様

小
川
　
正
和
様

鬼
沢
　
伸
昌
様

小
野
　
敏
行
様

海
瀬
　
益
男
様

片
江
　
　
勲
様

加
藤
　
忠
幸
様

加
室
　
　
仁
様

小
島
　
保
彦
様

小
松
　
静
子
様

小
松
　
庸
夫
様

今
野
　
和
義
様

佐
藤
　
利
明
様

佐
藤
　
弘
幸
様

首
藤
　
郁
夫
様

鈴
木
　
幹
夫
様

関
川
　
京
三
様

平
　
　
定
夫
様

高
木
　
秀
一
様

高
橋
　
和
雄
様

田
口
　
泰
弘
様

丹
波
　
次
郎
様

月
井
　
武
雄
様

中
宿
　
　
元
様

中
原
　
弘
勇
様

西
方
　
宏
之
様

橋
本
　
義
雄
様

花
井
　
恒
雄
様

浜
田
　
正
敏
様

林
　
　
　
彰
様

星
野
　
忠
雄
様

松
岡
昭
四
郎
様

牟
田
口
眞
子
様

山
本
　
幹
夫
様

吉
川
　
敏
夫
様

◇
金
壱
拾
弐
万
円

渡
辺
・
常
盤
研
究
室
同
窓
様

渡
辺
　
恒
夫
様

小
林
　
正
直
様

佐
藤
　
禎
一
様

渡
辺
　
　
徹
様

◇
金
壱
拾
壱
万
五
千
円

東
京
理
科
大
学
理
窓
会
信
州
支
部

様

（
累
計
金
九
拾
壱
万
円
）

荒
谷
　
功
機
様

伊
佐
治
正
幸
様

石
澤
　
育
博
様

植
原
　
　
操
様

奥
原
　
敏
夫
様

笠
原
　
俊
介
様

沓
掛
　
浩
一
様

田
中
　
　
誠
様

寺
澤
　
　
誠
様

西
村
　
　
孝
様

林
　
茂
十
郎
様

丸
山
　
健
一
様

◇
金
壱
拾
壱
万
壱
千
壱
百
壱
拾

壱
円

東
京
理
科
大
学
事
務
職
員
平
成
15

年
度
同
期
様

高
橋
　
由
江
様

新
井
　
光
代
様

川
澄
　
摩
弓
様

鍛
　
　
裕
也
様

是
澤
　
美
樹
様

坂
尾
久
美
子
様

櫻
田
真
知
子
様

甚
田
　
み
か
様

春
原
　
美
穂
様

西
谷
　
憲
二
様

正
木
　
　
舞
様

三
宅
　
雅
晴
様

柳
岡
　
　
亮
様

◇
金
壱
拾
壱
万
壱
千
円

21
世
紀
の
会
様

三
澤
　
　
昭
様

猪
野
　
修
治
様

加
納
　
　
誠
様

田
井
　
正
博
様

◇
金
壱
拾
万
六
百
円

融
和
会
（
森
谷
・
土
谷
・
西
尾
研

究
室
Ｏ
Ｂ
会
）
様

◇
金
壱
拾
万
円

東
京
理
科
大
学
少
林
寺
拳
法
部
Ｏ

Ｂ
会
様

東
京
理
科
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
Ｏ
Ｂ
会
様

大
熊
　
金
雄
様

秋
谷
　
正
浩
様

安
達
　
　
司
様

天
野
　
賢
一
様

五
十
里
武
史
様

石
川
　
明
彦
様

石
原
　
康
弘
様

井
上
　
純
一
様

今
田
　
高
志
様

植
村
　
和
人
様

薄
井
　
　
智
様

榎
本
　
皓
平
様

遠
藤
　
敬
一
様

大
江
　
忠
夫
様

大
野
　
忠
一
様

小
笠
原
仁
夫
様

岡
本
　
　
満
様

沖
　
　
俊
介
様

甲
斐
慎
一
郎
様

加
賀
美
久
高
様

樫
村
　
赫
昭
様

金
谷
　
　
守
様

金
子
　
　
修
様

兼
平
　
　
薫
様

川
本
　
正
則
様

神
田
　
　
寛
様

菊
本
　
正
紀
様

北
　
誠
の
助
様

北
川
　
裕
高
様

北
村
　
吉
治
様

木
村
　
博
貴
様

清
岡
　
　
智
様

久
米
　
邦
明
様

黒
木
雄
一
郎
様

高
坂
　
朋
寛
様

後
藤
　
敏
治
様

小
浜
　
　
治
様

小
山
　
東
光
様

坂
田
　
健
治
様

佐
々
木
幸
司
様

沢
田
　
哲
夫
様

三
摩
　
勝
巳
様

下
鳥
　
明
夫
様

新
　
　
　
勉
様

瀬
尾
　
　
巌
様

高
野
　
俊
吉
様

高
野
　
正
幸
様

高
橋
　
孝
太
様

高
橋
　
恒
正
様

武
井
　
　
宏
様

竹
腰
　
典
弘
様

竹
中
　
　
央
様

田
代
　
英
久
様

舘
　
　
親
明
様

立
川
　
　
巌
様

田
中
　
昭
重
様

伴
野
　
高
虎
様

中
川
　
利
久
様

中
川
　
雅
夫
様

中
込
　
武
夫
様

中
里
　
博
人
様

中
島
　
俊
夫
様

長
島
　
秀
行
様

中
島
　
恭
郎
様

中
林
　
辰
美
様

中
村
　
一
治
様

中
村
　
利
之
様

名
沢
　
博
行
様

西
畑
　
公
弘
様

西
村
　
和
夫
様

端
谷
　
直
也
様

福
羅
　
和
雄
様

藤
井
　
　
誠
様

星
野
　
孝
士
様

細
井
　
健
一
様

牧
野
　
真
憲
様

松
田
　
義
久
様

松
本
　
拓
也
様

森
井
　
惇
雄
様

森
田
　
　
武
様

森
本
　
　
功
様

箭
内
　
正
孝
様

山
際
　
恒
治
様

湯
本
　
正
樹
様

横
山
　
良
博
様

横
山
　
　
衛
様

吉
川
　
栄
一
様

吉
原
　
　
稔
様

鷲
田
　
吉
秀
様

渡
辺
　
　
昌
様

林
健
児
研
究
室
Ｏ
Ｂ
会
有
志
様

八
巻
　
直
一
様

赤
井
　
孝
司
様

浅
子
　
弘
美
様

石
渡
恵
美
子
様

井
手
　
　
正
様

伊
東
　
　
薫
様

生
形
　
直
也
様

大
西
　
和
栄
様

小
笠
原
英
穂
様

奥
山
　
一
幸
様

小
澤
三
千
雄
様

加
藤
　
馨
子
様

金
成
　
好
章
様

川
村
　
武
司
様

北
川
　
道
子
様

木
下
　
　
恂
様

栗
原
　
義
昭
様

小
西
　
秀
治
様

作
道
　
清
行
様

進
士
三
千
男
様

鈴
木
　
　
勝
様

高
橋
　
生
宗
様

高
橋
　
尚
志
様

高
橋
　
俊
彦
様

竹
原
　
久
人
様

立
花
　
志
明
様

中
野
　
拡
二
様

新
倉
　
利
男
様

馬
場
　
辰
男
様

林
　
　
宏
典
様

東
田
　
幸
樹
様

藤
田

也
様

堀
川
　
宗
男
様

宮
田
　
雅
智
様

森
田
　
昌
宏
様

矢
部
　
　
博
様

山
口
　
裕
司
様

山
下
　
　
正
様

山
谷
　
八
英
様

和
田
　
雅
美
様

マ
ツ
ダ
株
式
会
社
理
窓
会
様

41
Ｅ
・
じ
ん
ろ
く
会
様

理
窓
技
術
士
会
運
営
委
員
会
有
志

様
渡
邊
　
一
郎
様

稲
田
　
　
聡
様

尾
高
　
俊
彦
様

柴
田
　
義
文
様

高
尾
　
敏
弘
様

橋
本
　
　
隆
様

三
澤
　
　
昭
様

吉
川
　
　
孝
様

理
窓
会
群
馬
支
部
様

理
窓
知
的
財
産
ク
ラ
ブ
様

（
累
計
金
弐
拾
七
万
円
）

山
田
　
益
男
様

◇
金
六
万
円

東
京
理
科
大
学
理
窓
教
育
会
東
京

支
部
様

（
累
計
金
壱
拾
七
万
円
）

伊
藤
　
　
操
様

酒
井
　
　

様

理
窓
光
学
会
様

（
累
計
金
壱
拾
弐
万
円
）

◇
金
四
万
八
千
七
百
弐
円

東
京
理
科
大
学
日
留
学
生
交
流
会

様◇
金
参
万
八
千
円

理
窓
ス
マ
ッ
シ
ュ
会
様

（
累
計
金
弐
拾
五
万
九
千
円
）

臼
井
　
　
満
様

大
森
　
伸
悟
様

大
森
　
民
雄
様

細
井
　
　
肇
様

◇
金
参
万
円

理
窓
会
福
岡
支
部
様

（
累
計
金
壱
拾
六
万
五
千
円
）

辻
　
　
幹
男
様

筒
井
　
裕
芳
様

◇
金
弐
万
円

１
部
軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
様

（
累
計
金
四
万
壱
千
円
）

小
玉
研
究
室
卒
業
者
会
（
Ｋ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
）
Ｈ
17
有
志
様

（
累
計
金
壱
拾
六
万
円
）

岡
野
　
　
充
様

清
水
　
隆
夫
様

24
応
物
会
様

小
針
　
治
美
様

理
窓
卓
球
会
（
体
育
局
卓
球
部
Ｏ

Ｂ
会
）
様（

累
計
金
壱
百
参
拾
万
円
）

丸
　
　
弦
平
様

望
月
　
　
陽
様

◇
金
壱
万
七
千
五
百
円

応
用
物
理
学
科
昭
和
48
年
卒
業
有

志
様大

山
　
裕
司
様

元
岡
　
満
雄
様

◇
金
壱
万
五
千
円

理
窓
企
業
人
会
周
年
募
金
（
’０５
年

会
員
一
同
）
様

（
累
計
金
八
拾
壱
万
五
千
円
）

大
野
　
　
湶
様

本
澤
　
忠
吉
様

◇
金
壱
万
円

小
玉
研
究
室
卒
業
者
会
（
Ｋ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
）
Ｈ
18
有
志
様

川
嶋
　
正
捷
様

７
０
０
０
Ｋ
会
（
昭
和
31
年
化
学

科
卒
）
様

宇
田
川
文
良
様

○
入
金
額

﹇
個
人
﹈
六
千
八
百
参
拾
四
万
五

千
円
（
四
百
七
名
）

﹇
法
人
﹈
五
千
弐
百
壱
拾
万
円

（
十
八
社
）

﹇
団
体
﹈
四
百
弐
拾
万
九
千
九
百

壱
拾
参
円
（
三
十
六
団
体
）

○
寄
付
総
額

（
二
〇
〇
三
年
十
一
月
一
日
〜
二

〇
〇
六
年
一
月
三
十
一
日
）

﹇
個
人
﹈
四
億
五
千
壱
百
壱
拾
九

万
五
千
七
百
八
拾
六
円

（
二
千
六
百
六
十
七
名
）

﹇
法
人
﹈
参
億
四
千
七
拾
万
円

（
百
四
十
二
社
）

﹇
団
体
﹈
壱
千
八
百
弐
拾
八
万
五

千
参
拾
四
円

（
百
十
三
団
体
）
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創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回

は
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
一
日
〜
二
〇
〇
六
年
一
月
三
十
一
日
ま

で
に
お
振
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
す
。

ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
　
TEL
〇
三
・
五
二
二

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三

＊e-m
ail：
125shunen@

adm
in.tus.ac.jp

＊U
R
L
:http://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先



（ 9 ） 2006年（平成18年） ４月26日（水） 東　京　理　科　大　学　報 第 1 6 0号

三
月
二
十
三
日（
木
）に
諏
訪
東
京
理
科
大
学

第
一
回
目
の
学
位
記
授
与
式
が
、
茅
野
市
民
館

で
挙
行
さ
れ
た
＝
写
真
。
シ
ス
テ
ム
工
学
部
電

子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
八
十
一
人
、
機
械
シ
ス
テ

ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
八
十
九
人
、
経
営
情
報
学

部
経
営
情
報
学
科
九
十
九
人
の
計
二
百
六
十
九

人
が
、
学
位
記
を
授
与
さ
れ
た
。
重
倉
祐
光
学

長
は
「
自
分
を
信
じ
、
自
信
を
持
っ
て
物
事
に

当
た
っ
て
ほ
し
い
。
金
銭
の
た
め
に
働
く
こ
と

な
く
、
矜
持
は
常
に
高
く
持
っ
て
い
だ
き
た

い
」
と
祝
福
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

卒
業
生
総
代
の
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
松
澤

俊
一
さ
ん
は
謝
辞
で
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、

思
い
も
か
け
な
い
も
の
同
士
が
融
合
し
、
新
し

い
社
会
構
造
を
形
成
す
る
、
複
雑
で
難
し
い
も

の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
何

事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

最
後
に
、
本
学
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会
の
伴
奏
で

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
式
を
終
了
し
た
。

自
分
の
希
望
を
満
た
し
、
将

来
の
目
標
を
掲
げ
難
関
を
突
破

さ
れ
て
入
学
さ
れ
た
新
入
生
の

皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

学
生
諸
君
は
、
大
学
を
「
多

様
な
体
験
の
場
」
と
し
て
、
友

達
関
係
を
重
視
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

新
入
生
の
場
合
、
自
分
の
「
居

場
所
」
が
大
学
生
活
を
左
右
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
中
で
学
内
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
在
学
効
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

学
生
の
満
足
度
に
最
も
直
結

す
る
の
は
、
教
員
の
講
義
や
学

生
指
導
等
に
対
す
る
熱
意
と
情

熱
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
学
生
諸
君
が
、
出
来

る
だ
け
部
や
サ
ー
ク
ル
に
入
り

活
動
に
よ
っ
て
知
る
組
織
と
自

分
の
役
割
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
大
変
に
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
生
諸
君
に
魅
力
を

新
入
生
の
皆
様
、
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
諸
君
は

本
学
の
第
五
期
生
で
す
が
、
完

成
年
度
後
初
の
入
学
者
で
す
。

本
年
三
月
、
初
の
卒
業
生
が
、

九
八
％
を
超
え
る
就
職
内
定
率

の
成
果
を
持
っ
て
社
会
に
羽
ば

た
い
て
い
き
ま
し
た
。
本
学
に

入
学
さ
れ
た
諸
君
も
こ
の
成
果

を
受
け
継
ぐ
よ
う
、
勉
学
に
励

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

感
じ
さ
せ
る
様
々
な
授
業
、

部
、
サ
ー
ク
ル
、
行
事
、
イ
ベ

ン
ト
、
講
演
会
等
の
活
動
空
間

が
多
く
提
供
さ
れ
、
学
生
の
選

択
が
広
い
こ
と
も
重
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
分

自
身
の
満
足
度
を
高
め
て
い
く

た
め
に
は
、
人
生
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
学
び
方
、

生
き
方
、
働
き
方
を
実
現
し
て

い
く
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
が
大

切
に
な
る
で
し
ょ
う
。

今
後
、
求
め
ら
れ
る
人
材
と

平
成
十
七
年
度
の
就
職
内
定

率
が
、
過
去
最
高
の
九
九
・

一
％
を
達
成
し
た
。
地
域
別
の

就
職
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で

あ
る
。
表
は
内
定
者
の
出
身
都

道
府
県
と
内
定
先
企
業
の
本
社

所
在
地
と
の
関
係
を
、
内
定
者

数
で
集
計
し
た
。
出
身
地
か
ら

ど
の
よ
う
に
内
定
先
企
業
の
所

在
す
る
地
域
に
移
動
す
る
か
を

本
学
は
、
経
営
と
工
学
の
融

合
に
よ
る
技
術
の
産
業
化
に
対

応
で
き
る
セ
ン
ス
と
能
力
を
磨

い
た
新
し
い
人
材
を
社
会
に
送

り
出
す
こ
と
を
基
本
理
念
に
し

た
特
別
な
教
育
目
標
を
持
っ
た

大
学
と
し
て
発
足
し
、
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
諸
君
た
ち

が
卒
業
す
る
四
年
後
に
は
社
会

は
さ
ら
に
技
術
の
わ
か
る
経
営

者
、
市
場
動
向
に
敏
感
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
れ
る
セ
ン
ス
を
持
っ

し
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
一
つ
は
問
題
を
見
つ
け
た

り
、
解
決
し
た
り
、
或
い
は
専

門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
と

き
、
ど
ん
な
仕
事
に
も
必
要
な

基
礎
に
な
る
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
早
い

う
ち
に
自
分
の
進
む
コ
ア
・
キ

ャ
リ
ア
（
核
に
な
る
道
・
仕
事
）

を
見
つ
け
、
そ
の
上
、
十
分
な

専
門
的
能
力
を
身
に
つ
け
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

示
し
て
い
る
。

顕
著
な
特
徴
と
し
て
は
、
ま

ず
約
半
数
（
百
十
二
人
中
五
十

五
人
）
の
学
生
が
関
東
圏
に
就

職
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
昨
年
の
関
東
圏
へ
の
就
職

率
も
四
六
・
二
％
に
達
し
て
お

り
、
こ
の
傾
向
は
以
前
か
ら
続

い
て
い
る
。
理
由
と
し
て
は
、

多
く
の
企
業
が
本
社
を
関
東
圏

た
高
度
な
技
術
者
が
さ
ら
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
学
は
法
人
東
京
理
科
大
学

短
大
か
ら
四
年
制
大
学
に
改

組
転
換
後
、
初
の
卒
業
生
を
社

会
へ
送
り
出
し
た
。
進
路
内
定

率
は
全
体
で
九
八
・
一
％
、
そ

の
う
ち
就
職
内
定
率
は
九
八
・

四
月
六
日
（
木
）
に
平
成
18
年
度
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
本
年
度
入
学
生
は
、
シ
ス
テ

ム
工
学
部
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
七
十
三
人
、
機
械
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
八
十
三
人
、

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科
百
十
七
人
の
計
二
百
七
十
三
人
で
あ
っ
た
。
同
時
に
本
学
大

学
院
の
初
の
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
修
士
課
程
二
十
四
人
が
入
学
し
た
。

本
学
と
山
陽
小
野
田
市
と
の

包
括
的
連
携
協
定
調
印
式
が
二

月
二
十
三
日
に
山
陽
小
野
田
市

役
所
で
行
わ
れ
た
。

調
印
式
で
は
、
協
定
に
至
る

ま
で
の
経
過
説
明
の
後
、
山
陽

小
野
田
市
関
係
者
、
大
学
関
係

者
が
多
数
見
守
る
中
、
山
陽
小

に
置
い
て
い
る
こ
と
や
、
就
職

者
数
の
多
い
情
報
関
連
企
業
が

首
都
圏
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
全
体
の
就
職
者
数

（
前
年
度
六
十
七
人
、
十
七
年

度
百
十
二
人
）
の
増
加
に
伴
い
、

出
身
地
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
が

僅
か
だ
が
増
え
て
い
る
の
が
判

る
。
ま
た
、
初
め
て
本
学
で
受

と
一
体
と
な
っ
た
大
学
で
あ
り
、

東
京
理
科
大
学
は
本
年
、
創
立

百
二
十
五
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
歴
史
と
伝
統
に
培
わ

れ
た
研
究
教
育
の
実
績
が
本
学

の
教
育
に
も
十
分
生
か
さ
れ
、

東
京
理
科
大
学
と
の
強
い
連
携

の
中
で
大
き
な
成
果
を
勉
学
の

面
で
挙
げ
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
代
は
変
化
の
激
し
い
時
代

で
す
。
学
ん
だ
知
識
や
技
術
が

長
く
通
用
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を

基
礎
に
し
つ
つ
も
、
変
化
に
対

一
％
、
進
学
内
定
率
は
一
〇

〇
％
で
あ
っ
た
（
三
月
三
十
一

日
現
在
）。

学
部
卒
業
生
二
百
六
十
九
人

の
う
ち
、
就
職
者
数
二
百
九
人

野
田
市
の
白
井
博
文
市
長
と
本

学
の
土
谷
敏
雄
学
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
協
定
書
に
署
名
・
交
換
し
、

固
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
た
。

こ
の
協
定
は
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
信
頼
関
係
と
実
績
を

基
盤
に
、
よ
り
緊
密
か
つ
組
織

的
な
体
制
を
構
築
し
、
地
域
の

け
入
れ
た
留
学
生
二
人
が
内
定

を
得
た
こ
と
も
注
目
で
き
る
。

本
学
で
は
、
内
定
者
の
多
い

首
都
圏
で
就
職
活
動
を
す
る
学

生
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
貸
切
バ
ス
を
東
京
ま
で

運
行
す
る
こ
と
を
計
画
す
る
と

共
に
、
出
身
地
を
優
先
す
る
生

き
方
を
選
択
す
る
学
生
に
求
人

情
報
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

有
力
な
地
方
企
業
と
の
関
係
づ

く
り
に
も
継
続
し
て
力
を
注
い

で
い
る
。

課
外
活
動
で
優
秀
な
成
績
・

功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
学
生
団

体
を
表
彰
す
る
平
成
十
七
年
度

学
生
表
彰
の
対
象
者
、
団
体
が

決
定
し
た
。
学
生
部
長
表
彰
一

応
し
た
も
の
に
自
ら
作
り
変
え

て
い
く
能
力
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
自
ら
の
「
知
」
の
力
を
常

に
磨
き
続
け
る
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
学
び

を
本
学
で
の
四
年
間
で
築
き
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
歴
史

の
就
職
先
は
長
野
県
内
企
業
が

最
も
多
く
全
体
の
約
七
五
％
を

占
め
て
お
り
地
元
企
業
へ
の
定

着
率
が
高
か
っ
た
。
業
種
別
で

は
シ
ス
テ
ム
工
学
部
は
製
造
業

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
、
地
域

の
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
振

興
な
ど
連
携
強
化
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
調
印
後
の
挨
拶
で
学

長
は
「
今
回
の
協
定
を
踏
ま
え

本
学
で
は
さ
ら
に
小
中
学
生
の

皆
さ
ん
に
科
学
の
面
白
さ
を
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
、
楽
し
い

実
験
や
講
義
な
ど
を
交
え
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

人
、
功
労
者
二
人
と
二
団
体
、

奨
励
賞
一
団
体
。
表
彰
式
は
四

月
十
四
日（
金
）に
実
施
さ
れ
た
。

受
賞
者
、
団
体
は
次
の
と
お
り

（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
団
体
）
。

と
文
化
に
囲
ま
れ
、
し
か
も
諏

訪
と
い
う
類
ま
れ
な
産
業
集
積

に
よ
る
全
国
や
世
界
へ
の
技
術

成
果
の
発
信
基
地
で
も
あ
る
茅

野
に
立
地
し
た
本
学
で
、
大
き

な
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
大
学
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

が
約
半
数
を
占
め
、
次
い
で
情

報
通
信
業
、
運
輸
業
に
決
定
。

経
営
情
報
学
部
は
製
造
業
が
占

め
る
割
合
は
シ
ス
テ
ム
工
学
部

ほ
ど
高
く
な
く
、
卸
売
・
小
売

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
情
報
通
信

業
、
金
融
・
保
険
業
な
ど
、
幅

広
い
分
野
に
決
定
し
た
。

も
講
演
会
や
講
座
等
の
生
涯
学

習
事
業
を
通
し
て
、
一
層
の
交

流
を
深
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

◇
主
な
連
携
協
力
事
項

▽

小
中
学
校
児
童
生
徒
の
特
別
科

学
体
験
事
業
▽
市
民
へ
の
生
涯

学
習
（
情
報
教
育
）
支
援
事
業

▽
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事

業
▽
文
化
講
演
等
各
種
講
座
交

流
事
業
▽
図
書
館
機
能
の
共
有

化
推
進
事
業
▽
ス
ポ
ー
ツ
分
野

の
交
流
事
業
な
ど

▽
学
生
部
長
表
彰
‥
矢
崎
晴

彦
（
硬
式
テ
ニ
ス
部
）
▽
功
労

者
‥
宮
田
琢
視
（
卓
球
部
）
、

宮
下
雄
飛
（
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
部
）
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会
、

大
道
芸
研
究
部
▽
奨
励
賞
‥
環

境
デ
ザ
イ
ン
研
究
会

ま
た
、
進
学
者
数
四
十
四
人

は
今
春
四
月
に
開
設
し
た
本
学

大
学
院
へ
二
十
三
人
、
東
京
理

科
大
学
大
学
院
へ
五
人
、
そ
の

ほ
か
東
京
工
業
大
学
大
学
院
を

は
じ
め
国
公
私
立
大
学
大
学
院

へ
六
人
が
進
学
し
た
。

就
職
氷
河
期
と
言
わ
れ
た
頃

か
ら
学
生
の
資
質
向
上
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
が
、
本
学
で
は

体
系
化
し
た
就
職
支
援
を
行
っ

て
き
た
結
果
、
高
い
就
職
率
に

繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
学

の
「
工
学
と
経
営
学
の
融
合
教

育
」
が
第
一
期
卒
業
生
に
よ
っ

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

山
口
東
京
理
科
大
学 
山
口
東
京
理
科
大
学 
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諏
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大
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平成18年度  入学式
桜満開の中、平成18年度入学式が４月９日（日）に山陽小野

田市民館で開催された。本年度は、基礎工学部電子・情報工学
科57人、物質・環境工学科50人、大学院修士課程23人、博士後
期課程３人、計133人の新入生を迎えた。

学長　土谷　敏雄 新入生諸君へ 

満足度を高める学生支援 
と  学生への要望 

満足度を高める学生支援 
と  学生への要望 

就
職
内
定
率
最
高 

99
・
１
％
平
成
17
年
度

山
陽
小
野
田
市
と
連
携
協
定

幅
広
い
事
業
で
一
層
の
交
流
推
進

●　平成17年度　地域別就職状況
（単位：人）

※（　）内は16年度の実績／北海道・東北への就職はゼロ

出身地

中国

四国

近畿

中部

関東

北海道
東北

外国
（中国）

計

九州
沖縄

九州
沖縄

中国 四国 近畿 中部 関東 計

8
（ 5）

2
（ 0）

1
（ 0）

1
（0）

12
（ 5）

5
（ 2）

24
（16）

（ 2） （ 1）

1
（ 0）

1
（ 0）

29
（18）

0
（ 2）

9
（ 8）

7
（ 3）

55
（31）

112
（67）

2
（ 1）

2
（ 3）

4
（ 3）

4
（ 1）

2
（ 1）

（ 1）

21
（10）

40
（19）

50
（34）

1
（ 5）

8
（ 4）

3
（ 2）

7
（ 2）

1
（ 1）

2
（ 0）

22
（14）

1
（ 2）

3
（ 1）

1
（ 1）

7
（ 2）

（ 1）

本　社
　　　所在地

晴れの１期生269人晴れの１期生269人
祝！祝！　　　　　　　　　　祝！　第１回学位記授与式

平
成
18
年
度  

入
学
式

「
知
「
知
」の
力
を
常
に
磨
く

の
力
を
常
に
磨
く

「
知
」の
力
を
常
に
磨
く

新
入
生
諸
君
へ

平
成
17
年
度
学
生
表
彰  

３
人
と
３
団
体

上
々
の
就
職
・
進
学
内
定
率
１
期
生
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Ｑ
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ど
の
よ
う
な
研
究
を
し

て
い
ま
す
か
？

―
私
は
、
タ
モ
キ
シ
フ
ェ

ン
（
乳
が
ん
治
療
薬
）
の
類
縁

体
で
あ
る
リ
ダ
イ
フ
ェ
ン
に
つ

い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

リ
ダ
イ
フ
ェ
ン
は
理
科
大
で
開

発
さ
れ
た
新
薬
候
補
化
合
物
の

一
つ
で
、
そ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
か

ら
も
理
科
大
発
の
化
合
物
で
あ

る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
タ
モ
キ

シ
フ
ェ
ン
や
リ
ダ
イ
フ
ェ
ン
は

が
ん
治
療
以
外
に
も
、
リ
ュ
ウ

平
成
十
八
年
度
の
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
が
発
表
さ

れ
、
本
学
か
ら
七
人
が
採
用
内

定
し
た
＝
別
表
。
こ
の
制
度
は
、

日
本
学
術
振
興
会
が
優
れ
た
研

究
者
に
対
し
て
研
究
奨
励
金
を

支
給
す
る
制
度
。
四
月
の
採
用

マ
チ
や
骨
粗
鬆
症
の
治
療
薬
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
他
、
分

子
構
造
を
変
換
す
る
こ
と
に
よ

り
光
学
材
料
あ
る
い
は
高
機
能

触
媒
と
し
て
の
利
用
も
可
能
で

す
。
私
は
こ
れ
ら
の
開
発
を
並

列
的
に
進
め
て
お
り
、
ぜ
ひ
と

も
ポ
ス
ド
ク
在
任
中
に
新
し
い

成
果
を
ま
と
め
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
２

な
ぜ
本
学
の
ポ
ス
ド
ク

研
究
員
に
応
募
し
ま
し
た

か
？―

近
年
、
ま
す
ま
す
科
学

の
研
究
領
域
は
そ
の
境
界
が
な

く
な
り
、
研
究
者
に
総
合
的
な

知
識
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
複

合
的
な
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組

後
、
国
公
私
立
大
学
や
大
学
共

同
利
用
機
関
、
国
公
立
研
究
機

関
な
ど
で
研
究
に
従
事
す
る
。

ま
た
、
本
学
で
は
本
学
配
分

予
算
（
学
長
扱
重
点
共
通
経
費

予
算
等
）
に
よ
り
雇
用
で
き
る

本
学
独
自
の
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル

研
究
員（
Ｐ
Ｄ
）採
用
制
度
を
平

成
十
五
年
度
か
ら
設
け
て
い
る
。

Ｐ
Ｄ
制
度
と
は
、
本
学
が
行

う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行

す
る
た
め
に
必
要
な
、
豊
か
な

研
究
経
験
を
有
す
る
国
内
外
の

多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ
る
こ

む
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
さ

に
、
上
述
の
テ
ー
マ
は
私
の
専

門
で
あ
る
有
機
化
学
を
基
に
し

て
医
薬
、
工
学
に
発
展
す
る
も

の
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は
理

科
系
の
最
高
峰
の
総
合
大
学
の

一
つ
で
あ
る
理
科
大
で
こ
そ
達

Ｑ
１

ど
の
よ
う
な
研
究
を
し

て
い
ま
す
か
？

―
従
来
、
解
明
が
難
し
い

と
さ
れ
て
き
た
乱
流
現
象
に
対

し
、
所
属
研
究
室
で
は
ス
ー
パ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
平
成

十
八
年
度
の
Ｐ
Ｄ
は
、
別
表
の

通
り
十
六
人
が
内
定
し
た
。

＊

右
の
二
つ
の
研
究
員
に
内
定

し
た
三
人
に
研
究
内
容
と
抱
負

を
伺
っ
た
。

成
で
き
る
も
の
と
思
い
、
本
学

の
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
を
志
望
し

ま
し
た
。

Ｑ
３

今
後
の
抱
負
や
目
標
、

後
輩
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
ポ
ス
ド
ク
在
任
中
、
積

極
的
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
数

値
的
解
析
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
は
世
界
最
大
級
の
大

規
模
計
算
で
あ
る
こ
と
が
特
徴

で
、
流
れ
の
基
礎
方
程
式
を
数

値
的
に
解
き
、
計
算
機
上
で
乱

流
を
再
現
し
、
壁
乱
流
（
固
体

壁
付
近
の
乱
流
）
の
諸
現
象
の

解
明
や
層
流
遷
移
の
予
測
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
乱
流
　
層
流

し
、
研
究
の
幅
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
私
の
経
験
で
す
が
、
実
験
中

に
予
想
外
の
結
果
に
身
震
い
す

る
よ
う
な
こ
と
が
何
度
か
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を

一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
体
験

し
て
も
ら
い
、
実
験
化
学
の
面

白
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

Ｑ
１

ど
の
よ
う
な
研
究
を
し

て
い
ま
す
か
？

―
広
く
い
う
と
微
分
幾
何

学
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
お
も
に
、
サ
ブ
リ
ー
マ
ン

多
様
体
の
研
究
で
す
が
、
リ
ー

マ
ン
幾
何
学
に
お
け
る
球
面
定

理
や
比
較
定
理
、
多
様
体
の
崩

壊
の
問
題
に
も
興
味
が
あ
り
ま

す
。
リ
ー
マ
ン
計
量
が
、
多
様

体
の
接
空
間
全
体
に
お
い
て
与

え
ら
れ
て
い
る
リ
ー
マ
ン
多
様

体
に
た
い
し
て
、
サ
ブ
リ
ー
マ

ン
多
様
体
と
い
う
の
は
、
計
量

が
接
空
間
の
部
分
空
間
に
の
み

与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
特

の
遷
移
は
、
摩
擦
抵
抗
の
増
減

等
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で

す
。
同
時
に
そ
の
壁
乱
流
に
お

け
る
熱
輸
送
・
伝
熱
特
性
を
解

析
す
る
こ
と
で
、
熱
交
換
器
や

冷
却
フ
ィ
ン
等
の
伝
熱
（
フ
ィ

ン
）
効
率
向
上
を
目
指
し
た
設

計
に
応
用
す
る
こ
と
（
乱
流
モ

デ
ル
の
構
築
）
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
２

な
ぜ
特
別
研
究
員
に
応

募
し
ま
し
た
か
？

―
今
ま
で
以
上
に
研
究
に

集
中
し
、
さ
ら
に
は
国
際
的
な

場
（
国
外
の
学
会
や
海
外
学
術

誌
で
の
発
表
）
で
広
く
研
究
成

に
手
助
け
し
、
私
自
身
も
も
っ

と
味
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
研
究
室
生
活
で

実
験
も
大
切
で
す
が
、
つ
ま
ず

く
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
メ
ン
バ
ー
み
ん
な

が
助
け
合
え
る
よ
う
普
段
か
ら

挨
拶
の
あ
る
場
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

殊
な
空
間
を
言
い
ま
す
。
リ
ー

マ
ン
幾
何
と
サ
ブ
リ
ー
マ
ン
幾

何
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
現
象

の
比
較
は
非
常
に
興
味
深
い
と

思
い
ま
す
。

博
士
論
文
で
は
、
等
質
な
サ

ブ
リ
ー
マ
ン
多
様
体
の
無
限
小

自
己
同
型
の
分
類
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ブ
リ
ー

マ
ン
多
様
体
上
の
測
地
線
に
つ

い
て
、
カ
ル
タ
ン
の
空
間
と
呼

ば
れ
る
５
変
数
の
空
間
に
お
け

る
具
体
例
を
計
算
し
ま
し
た
。

測
地
線
の
様
子
は
、
リ
ー
マ
ン

幾
何
と
サ
ブ
リ
ー
マ
ン
幾
何
の

現
象
の
違
い
が
顕
著
に
現
れ
る

良
い
例
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
サ
ブ
リ
ー
マ
ン
多
様
体
上

の
ラ
プ
ラ
シ
ア
ン
（
サ
ブ
ラ
プ

ラ
シ
ア
ン
）
な
ど
、
解
析
的
な

要
素
の
強
い
問
題
を
具
体
的
に

果
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
、
自

立
し
た
研
究
者
と
し
て
の
経
験

を
重
ね
て
い
く
た
め
に
特
別
研

究
員
に
応
募
し
ま
し
た
。
ま

た
、
研
究
費
用
と
し
て
の
科
学

研
究
費
補
助
金
を
自
分
の
研
究

計
画
に
則
っ
て
運
営
し
て
い
く

こ
と
は
、
一
人
前
の
研
究
者
を

目
指
す
た
め
に
必
ず
良
い
経
験

に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
３

今
後
の
抱
負
や
目
標
、

後
輩
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
外
国
や
他
人
の
研
究
の

後
追
い
や
発
展
的
な
も
の
で
は

計
算
し
な
が
ら
見
識
を
深
め
た

い
で
す
。
そ
れ
に
必
要
な
技
術

も
身
に
つ
け
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２

な
ぜ
本
学
の
ポ
ス
ド
ク

研
究
員
に
応
募
し
ま
し
た

か
？―

東
京
理
科
大
学
の
理
工

学
部
に
は
、
指
導
教
授
の
立
川

先
生
を
は
じ
め
、
わ
た
し
の
興

味
が
あ
る
幾
何
学
、
解
析
学
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
先
生
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
若

い
活
発
な
研
究
者
の
方
と
も
い

ろ
い
ろ
遠
慮
な
く
議
論
が
で
き

る
雰
囲
気
と
の
こ
と
で
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
分
野
を
研
究
す

る
の
に
と
て
も
良
い
環
境
だ
と

思
い
ま
し
た
。
院
生
の
方
と
も

交
流
が
持
て
る
と
の
こ
と
で
し

た
の
で
、
良
い
刺
激
に
な
る
の

で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
皆

様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

Ｑ
３

今
後
の
抱
負
や
目
標
、

後
輩
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

―
新
し
い
こ
と
が
い
ろ
い

ろ
と
学
べ
る
と
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
住
ん
で
い

た
関
西
を
初
め
て
離
れ
る
の
で

少
し
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
せ

っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
新

鮮
な
気
持
ち
で
、
生
活
も
研
究

も
楽
し
め
た
ら
と
思
い
ま
す
。

が
ん
ば
り
ま
す
。

な
く
、
特
別
研
究
員
と
し
て
の

自
覚
と
自
信
を
持
ち
、
独
創
的

な
研
究
を
心
掛
け
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
今
後
も
国
際

学
会
講
演
や
論
文
発
表
を
精
力

的
に
行
い
、
乱
流
分
野
で
不
可

欠
な
人
材
と
し
て
の
レ
ベ
ル
に

達
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

後
輩
達
へ

―
ぜ
ひ
、
国
内

外
の
学
会
で
発
表
を
し
て
く
だ

さ
い
。
一
流
の
研
究
者
に
会
う

こ
と
で
、
学
問
の
面
白
さ
を
実

感
し
、
研
究
に
対
す
る
熱
意
を

よ
り
一
層
増
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
は
平
成
十
七
年
度
の
私

立
大
学
・
短
大
・
高
専
に
対
す

る
補
助
金
交
付
状
況
を
発
表
し

た
。東

京
理
科
大
学
で
は
、
三
十

二
億
三
千
八
百
万
円
、
山
口
東

京
理
科
大
学
は
二
億
四
百
万

円
、
諏
訪
東
京
理
科
大
学
は
一

億
五
千
五
百
万
円
で
学
校
法
人

全
体
で
は
三
十
五
億
九
千
七
百

万
円
と
な
っ
た
。

全
国
の
私
立
学
校
に
対
す
る

一
月
十
二
日
、
本
学
神
楽
坂

校
舎
にR

ush
H
olt

米
国
下

院
議
員
の
政
策
担
当
ス
タ
ッ
フ

D
eborah

K
oolbeck

氏
、

在
日
米
国
大
使
館
科
学
・
技

術
・
環
境
部
の
科
学
担
当
書
記

官D
avid

H
erm
ann

氏
、

上
級
科
学
担
当
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
神
立
景
子
氏
の
三
人
が
来
学

し
、
小
中
学
校
の
理
数
系
教
員

の
養
成
に
関
す
る
問
題
を
中
心

に
、
高
等
教
育
機
関
が
抱
え
る

諸
問
題
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

現
在
、
米
国
で
は
初
等
中
等

教
育
、
特
に
理
数
教
育
に
携
わ

る
教
員
の
質
の
低
下
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
改
善
策
を

探
る
一
環
と
し
て
、
来
訪
さ
れ

補
助
金
総
額
は
、
前
年
度
よ
り

約
三
十
億
円
増
（
〇
・
九
％
）

た
も
の
で
あ
る
。

本
学
か
ら
は
、
伊
藤
稔
・
理

工
学
部
教
授
（
国
際
交
流
委
員

の
三
千
二
百
三
十
九
億
円
で
あ

っ
た
。
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た

会
委
員
）、
溝
口
忠
憲
・
国
際

交
流
担
当
顧
問
、
曽
雌
敏
夫
・

国
際
交
流
課
長
が
出
席
。
本
学

は
設
立
時
か
ら
「
理
数
系
教
員

の
養
成
大
学
」
と
し
て
社
会
的

責
務
を
果
た
し
て
き
て
い
る
こ

と
、
現
在
も
中
学
・
高
校
の
理

数
系
教
員
の
養
成
に
特
段
の
配

慮
を
し
て
い
る
こ
と
、
毎
年
多

く
の
卒
業
生
が
中
学
・
高
校
の

理
数
系
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
。
日

米
の
「
教
員
養
成
」
の
違
い
な

ど
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行

い
「
米
国
の
初
等
中
等
教
育
の

改
善
策
を
考
え
る
上
で
大
い
に

参
考
に
な
っ
た
」
と
満
足
さ
れ

大
学
は
十
校
増
え
、
五
百
十
二

校
と
な
り
、
一
校
あ
た
り
の
交

付
額
は
二
百
十
五
万
円
減
の
五

億
七
千
五
百
万
円
で
あ
っ
た
。

ま
た
学
生
一
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
十
六
万
六
千
円
と
な
り

昨
年
度
と
同
額
で
あ
っ
た
。

た
様
子
だ
っ
た
。

一
月
三
十
一
日
に
米
国
議
会

で
行
わ
れ
た
一
般
教
書
演
説
の

中
で
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
新

た
な
競
争
相
手
で
あ
る
中
国
や

イ
ン
ド
に
対
抗
す
る
力
を
つ
け

る
た
め
、
基
礎
科
学
研
究
の
拡

充
や
理
数
系
教
師
の
七
万
人
採

用
な
ど
、
科
学
技
術
分
野
で
の

底
上
げ
を
狙
っ
た
「
競
争
力
構

想
」
を
打
ち
出
し
た
。
基
礎
研

究
・
教
育
拡
充
と
い
う
こ
の
政

策
は
理
数
系
離
れ
に
危
機
感
を

も
っ
た
米
国
が
、
教
育
・
人
材

育
成
に
目
を
向
け
た
施
策
を
展

開
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。
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日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
７
人

ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
研
究
員
に
16
人
採用内定
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PD氏名 申　請　者

理一・応化・椎名　　勇 助教授

工一・工化・林　雄二郎 教　授

理工・数学・立川　　篤 教　授

理工・応生・朽津　和幸 助教授

理工・応生・朽津　和幸 助教授

理工・工化・酒井　秀樹 助教授

理工・電情・竹中　　正 教　授

理工・土木・龍岡　文夫 教　授

基礎・生物・松野　健治 教　授

経営・経営・井上　　洋 教　授

総合研・築山　光一 教　授

総合研・若松　孝旺 教　授

総合研・若松　孝旺 教　授

生命研・北村　大介 教　授

理工・工化・阿部　正彦 教　授

Qiyin Chen

北川友美子

林　　晃之

来須　孝光
Veerapat 
Tantayakom

内海　重宣

鈴木　宗泰
Lalana
Kongsukprasert

奥村　高志

Yu Mei

加藤　吉康

朴　　相俊

尾崎　文宣

與五沢里美

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
研
究
員
　内
定
者
に
聞
く

Ｐ
Ｄ
研
究
員
に
内
定
し
て

理
大
発
新
薬
候
補
化
合
物
の
研
究

理
一
・
応
用
化
学
科

椎
名
研
究
室

中
田
　
健
也

特
別
研
究
員
に
内
定
し
て

「
乱
流
」
解
明
に
世
界
最
大
級
計
算

理
工
・
機
械
工
学
科

河
村
研
究
室

塚
原
　
隆
裕

Ｐ
Ｄ
研
究
員
に
内
定
し
て

サ
ブ
リ
ー
マ
ン
多
様
体
の
究
明
を

理
工
・
数
学
科

立
川
研
究
室

北
川
　
友
美
子

平
成
17
年
度

私
学
助
成

総
額
で
30
億
円
増（ 

）
前年比

本
学
　
は
35
億
9700
万
円

法
人
全
体

日 本 大
早 稲 田 大
慶 應 義 塾 大
東 海 大
立 命 館 大
近 畿 大
昭 和 大
北 里 大
中 央 大
明 治 大
順 天 堂 大
同 志 社 大
東京女子医科大
東京慈恵会医科大
関 西 大
東 京 理 科 大
久 留 米 大
法 政 大 学
福 岡 大 学
日 本 医 科 大
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平成１７年度私大補助金● 交付額　　　上位２０校 ●

（　）内の数字は前年度順位／単位億円

125.8 
101.6 
93.5 
67.5 
51.8 
45.0 
43.5 
43.2 
38.3 
38.1 
37.9 
36.8 
34.6 
34.0 
33.0 
32.3 
28.7 
28.1 
27.7 
27.3

理数系教員養成で意見交換
米下院スタッフら３氏が来学

左から伊藤教授、Hermann氏、Koolbeck氏

⇔
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基
礎
工
学
部
長
万
部
校
舎
で

二
月
二
十
日
、
第
十
九
回
退
寮

式
が
行
わ
れ
、
一
年
次
教
養
課

程
を
修
了
し
た
二
百
七
十
八
人

が
長
万
部
学
寮
を
退
寮
し
た
。

福
田
基
礎
工
学
部
長
、
藤
井

教
養
部
長
は
式
辞
で
、
長
万
部

で
得
た
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
専

門
課
程
で
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
く
べ
き
か
を
述
べ
、
塚
本

理
事
長
も
今
後
の
学
業
に
期
待

す
る
と
激
励
し
た
。
ま
た
長
万

部
町
の
加
藤
町
長
か
ら
温
か
い

言
葉
が
あ
り
、
記
念
品
が
学
生

た
ち
に
贈
呈
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
学
生
代
表
二
人
が
謝
辞

を
述
べ
た
（
別
項
）。
学
生
は
、

新
二
年
生
と
し
て
、
こ
の
四
月

か
ら
野
田
校
舎
に
お
け
る
専
門

課
程
に
進
む
。

割
田
美
穂
子
さ
ん
（
電
子
応

用
工
学
科
）
の

言
葉

共
同
生

活
を
通
し
て
協

調
性
、
自
主
性

を
身
に
付
け
、
人
間
的
に
も
大

き
く
な
っ
て
い
く
の
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
個
性
を
ぶ
つ
け
合

い
認
め
合
う
中
で
、

自
ら
の
個
性
を
一

層
伸
ば
せ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
雄

大
な
北
海
道
で
の

生
活
は
、
高
層
ビ

ル
が
立
ち
並
ぶ
無

機
的
な
環
境
で
暮

ら
し
て
き
た
私
に

と
っ
て
、
極
め
て

貴
重
な
体
験
で
し

た
。
長
万
部
町
の

方
々
に
も
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
先
生
方

に
は
、
講
義
だ
け
で
な
く
親
身

に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
培
っ
た
自
主
性
や
独
創

性
を
糧
と
し
て
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
山
智
也
さ
ん
（
生
物
工
学

科
）
の
言
葉

「
人
と
の
出
会

い
」
と
い
う
意

味
で
部
活
や
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
数
多
く
の

仲
間
た
ち
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
全
て
の
人
の

支
え
が
あ
っ
て
、
自
分
は
生
き

て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
最
高
の
仲
間
た
ち

に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
基
礎
工

学
部
の
学
生
に
と
っ
て
最
大
の

「
強
み
」
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
一
年
、
他
の
多
く
の
大
学
生

が
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

経
験
を
し
ま
し
た
。
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

が
僕
ら
を
人
間
と
し
て
大
き
く

成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事

業
の
キ
ャ
ン
パ
ス
再
構
築
計
画

の
ひ
と
つ
、
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス

カ
ナ
ル
会
館
が
完
成
し
、
三
月

二
十
七
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ

た
。
式
は
塚
本
理
事
長
、
竹
内

学
長
は
じ
め
本
学
関
係
者
及
び

㈱
山
下
設
計
、
㈱
竹
中
工
務
店
、

六
興
電
気
㈱
、
斎
久
工
業
㈱
、

東
洋
熱
工
業
㈱
の
関
係
者
ら
が

参
列
し
、
厳
か
に
行
わ
れ
た
。

カ
ナ
ル
会
館
は
、
南
側
に
桜

並
木
や
利
根
運
河
が
広
が
り
、

北
側
は
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
本
体

の
校
舎
へ
と
続
く
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
入
口
に
位
置
す
る
新
し
い

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
だ
。

吹
き
抜
け
の
一
、
二
階
は
約

六
百
席
の
食
堂
で
、
南
・
西
・

北
の
三
方
向
は
全
面
が
ガ
ラ
ス

の
壁
。
南
の
運
河
か
ら
西
や
北

の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
眺
望
が
楽
し
め
る
。
さ

ら
に
南
面
窓
を
開
放
す
れ
ば
、

運
河
の
空
間
へ
と
連
な
る
テ
ラ

ス
へ
と
続
き
、
内
外
空
間
の
一

体
利
用
も
可
能
だ
。
三
階
に
あ

る
約
二
百
席
の
会
議
室
と
約
一

五
〇
平
方
�
の
展
示
室
で
は
、

ロ
ビ
ー
・
ホ
ワ
イ
エ
を
前
室
と

し
て
配
置
し
、
外
部
環
境
変
化

の
影
響
を
直
接
受
け
に
く
い
と

い
う
工
夫
も
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
環
境
に
も
配
慮
し
て
お

り
、
大
き
な
ガ
ラ
ス
面
は
、
高

性
能
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
日
照
と

内
外
温
度
差
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
伝
達
を
低
く
抑
え
、
空
調
負

荷
を
低
減
し
な
が
ら
広
大
な
眺

望
を
獲
得
し
た
。
両
面
受
光
式

の
太
陽
光
発
電
装
置
を
導
入
す

る
等
、
開
放
的
な
装
い
と
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
両
立
を
実
現
し
て

い
る
。

平
成
十
七
年
度
小
玉
記
念
科

学
賞
授
与
式
が
、
三
月
二
十

日
、
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与

式
終
了
後
に
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ

ス
な
ど
で
行
わ
れ
、
各
受
賞
者

の
名
前
が
彫
り
こ
ま
れ
た
ク
リ

ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
贈
呈
さ
れ
た
。

小
玉
記
念
科
学
賞
は
、
（財）
科

学
技
術
振
興
会
（
小
玉
財
団
）

が
学
業
研
究
に
極
め
て
優
秀
な

成
績
を
修
め
た
卒
業
生
た
ち
に

贈
る
賞
で
、
本
年
度
の
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
。

【
理
一
】
数
学
・
相
川
美
紗
／

物
理
・
本
橋
篤
／
化
学
科
・
岩

崎
有
希
子
／
数
情
・
小
泉
賢

洋
／
応
物
・
平
川
学
／
応
化
・

谷
口
沙
織

【
理
二
】
数
学
・
大
水
郁
夫
／

物
理
・
竹
内
浩
平
／
化
学
・
鎭

目
瑠
美

【
薬
学
】
薬
学
・
赤
澤
真
／
製

薬
・
大
島
亮
輔

【
工
一
】
建
築
・
外
村
光
／
工

化
・
後
藤
靖
博
／
電
気
・
滝
田

剛
志
／
経
営
・
藤
田
寛
幸
／
機

械
・
棚
木
航
介

【
工
二
】
建
築
・
原
翠
／
電

気
・
丸
山
達
也
／
経
営
・
吉
田

光
範

【
理
工
】
数
学
・
福
永
知
則
／

物
理
・
岩
田
宗
朗
／
情
報
・
秋

庭
卓
也
／
応
生
・
小
祝
孝
太

郎
／
建
築
・
園
田
岳
志
／
工

化
・
宇
都
宮
将
道
／
電
情
・
田

辺
智
得
／
経
営
・
奥
村
尚
美
／

機
械
・
北
條
晃
／
土
木
・
大
橋

暁【基
礎
】
電
子
・
高
橋
慧
至
／

材
料
・
小
宮
山
蓉
子
／
生
物
・

吉
田
祐
果

【
経
営
】
横
道
篤

【
山
口
理
大
】
電
情
・
大
迫

新
／
物
環
・
大
川
真

【
諏
訪
理
大
】
電
子
・
青
嶌
剛

嗣
／
機
械
・
牧
野
内
玲
子
／
経

情
・
片
山
慈
子

【
Ｏ
Ｂ
企
業
人
】
東
洋
熱
工
業

�
代
表
取
締
役
社
長
　
野
末
尚

★略歴（やまもと・まさふみ）1962年生ま
れ。88年理工学部機械工学科卒、精工舎（セ
イコークロックの前身）に入社。01年からセ
イコークロック外装設計マネージャー。「悠久」
は昨年６月に商品化。企業の社長などにも人
気があり、既に約40台を受注している。

山本　雅文さん 世界最古の歯車式時計をモデル 
現代に蘇らせたセイコー・マン 

平
成
17
年
度
学
長
表
彰
学
長
賞
・
学
生
部
長
賞

４
団
体
と
４
人
に

鳥人間サークル東京理科大学－鳥科（神楽坂）
　第29回鳥人間コンテスト７位

　●　学長賞　●
受賞団体・個人と主な成績・記録

Ⅰ部体育局・Ⅱ部体育会舞踏研究部（神楽坂）
　第50回全日本学生競技ダンス選手権大会３位

大室　　俊之（Ⅱ部体育会柔道部４年）
　第51回東日本二部学生柔道大会（軽量級の部）優勝
　第33回全日本二部学生柔道大会（軽量級の部）準優勝

　●　学生部長賞　●
Ⅰ部体育局ハンドボール部（神楽坂・野田）
　関東学生ハンドボール連盟秋季リーグ（第４部）優勝［３部昇格］

齋藤　　喜他（Ⅰ部体育局洋弓部・神楽坂２年）
　関東学生アーチェリーＫ．Ｓ．Ａ．Ｆカップ優勝
五嶌　　由衣（Ⅰ部体育局弓道部・野田３年）
　第53回全日本学生弓道選手権大会個人戦２位

佐藤　　正徳（神楽坂２年）
　第２回パシフィックジュニアカーリング選手権大会出場［日本代表］

岡江　　　学（Ⅱ部体育会舞踏研究部・３年）
　第50回全日本学生競技ダンス選手権大会クイックステップの部２位

桑折　　崇宏（Ⅰ部体育局局長）他本部役員16名
角河　　晴幸（Ⅱ部体育会会長）他本部役員９名

Ⅰ部体育局ラグビー部
　関東大学リーグ戦（第４部）２位［３部昇格］

小田原　洋子（Ⅰ部体育局舞踏研究部・神楽坂４年）
　第50回全日本学生競技ダンス選手権大会クイックステップの部２位

Ⅰ部体育局・Ⅱ部体育会陸上競技部（神楽坂・野田）
　関東理工系陸上選手権　優勝
　第75回日本学生陸上競技対抗選手権大会出場権獲得（400mリレー）

体育祭実行委員会（神楽坂・野田・久喜）
　新しい試みのバスケットボールフェスティバル、後夜祭では和太鼓
　演奏など、約1600人の参加者を集め地域と連携した

理大祭実行委員会（神楽坂）
　新企画のオープンセミナー、地域に密着した神楽坂写真展など、
　多彩な企画で「広がれ！俺の宇宙」のテーマを見事に表現した

理大祭実行委員会（野田）
　祭典中は多彩な企画で理大祭を盛り上げた。特に薬学地区で
　行われた子供広場は多くの親子連れで大変な賑わいであった

理大祭実行委員会（久喜）
　本学OB桂歌助師匠の寄席、OGのtakamiさんのライブ等を開催した。
　また「理万博～Recycle～」をテーマとし、学園祭を成功させた

大沼　　康平（Ⅰ部体育局少林寺拳法部・神楽坂１年）
伊藤　　絵理（Ⅰ部体育局少林寺拳法部・神楽坂１年）
　第38回全日本学生大会（男女段外の部）最優秀賞

牧井　　友志（Ⅰ部体育局洋弓部・野田４年）
　関東学生アーチェリーＫ．Ｓ．Ａ．Ｆカップ５位
　第44回全日本学生アーチェリー個人選手権大会18位

荒巻　　　潔（Ⅰ部体育局ウエイトトレーニング部・神楽坂４年）
　第46回関東学生ボディビル選手権大会８位
　第40回全日本学生ボディビル選手権大会12位

　●　功労賞　●

　●　特別奨励賞　●

杉l　　忠洋（Ⅰ部体育局男子ラクロス部・野田３年）
　日本ラクロス協会21歳以下男子日本代表選手に選抜

　●　奨励賞　●

思
い
出
い
っ
ぱ
い
278
人  

長
万
部

退
寮
式

野田キャンパスのカナル会館竣工

塚本理事長（中央）、竹内学長（同右）、越地野田地区
学生部長（同左）らによるテープカット

退寮式で励しの言葉を贈る藤井教養部長

南側のふれあい橋から見たカナル会館（中央）

竹内学長（前列左から３人目）とともに
平成17年度学長表彰の晴れの受賞者たち

小
玉
記
念
科
学
賞
に
39
人

平
成
17
年
度

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

　【
宛
先
】
〒
162- 
8601
新
宿
区
神
楽
坂1-3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課 

　【FAX

】03 -3260 -5823

【E-m
ail

】koho@
adm
in.tus.ac.jp

「
い
に
し
え
」
の
技
術
を
す
た
ら
せ

て
は
な
ら
な
い
。
い
ま
な
ら
ま
だ
機
械

仕
掛
け
の
時
計
を
作
れ
る
達
人
た
ち
か

ら
技
術
を
継
承
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の

技
術
を
未
来
に
伝
え
た
い
。
五
百
も
の

部
品
を
す
べ
て
手
作
業
で
組
み
立
て
る

「
デ
コ
ー
ル
セ
イ
コ
ー
悠
久
」（
税
込
み

三
百
十
五
万
円
）
は
、
そ
ん
な
想
い
が

込
め
ら
れ
た
高
級
置
時
計
で
あ
る
。

「
悠
久
」
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、

遠
い
時
計
の
歴
史
を
現
代
に
た
ぐ
り
寄

せ
完
成
さ
せ
た
も
の
だ
。
山
本
さ
ん
は

こ
の
時
計
の
外
装
設
計
に
携
わ
っ
た
。

世
界
で
最
初
の
脱
進
機
（
メ
カ
）
式

の
時
計
は
、
約
九
百
年
前
の
中
国
・
北

宋
時
代
に
生
ま
れ
た
「
水
運
儀
象
台
」

だ
っ
た
。
背
丈
が
十
二
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
天
文
観
測
時
計
で
、
人
力
で
水
を
汲

み
上
げ
て
水
車
を
回
し
、
動
力
と
し

た
。
こ
れ
を
セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
で
は

諏
訪
の
「
時
の
科
学
館
」
に
復
元
し
た
。

企
業
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が

る
創
造
を
め
ざ
す
中
で「
水
運
儀
象
台
」

の
機
構
を
小
型
化
し
て
よ
み
が
え
ら
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
山
本
さ
ん
は
い

う
。
高
級
置
時
計
の
需
要
創
造
を
目
指

す
一
方
で
、
技
術
者
の
育
成
を
も

図
る
ね
ら
い
か
ら
の
商
品
化
だ
っ
た
。

セ
イ
コ
ー
に
よ
る
世
界
初
の
一

般
家
庭
用
ク
オ
ー
ツ
掛
時
計
の
開

発
を
機
に
、
時
計
は
機
械
式
か
ら

ク
オ
ー
ツ
式
に
取
っ
て
代
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
動
力
は
ゼ
ン
マ
イ

か
ら
電
池
と
な
っ
た
。
ク
オ
ー
ツ

の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
部
品
の
多
く
は

量
産
化
の
き
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

と
な
り
、
コ
ピ
ー
が
容
易
に
な
っ
た
。

だ
が
振
り
子
や
天
府

て
ん
ぷ

、
脱
進
機
構
、
歯

車
か
ら
な
る
機
械
式
時
計
は
、
設
計
、

製
造
、
組
み
立
て
、
品
質
管
理
が
有
機

的
に
連
携
し
な
い
と
製
品
化
で
き
な

い
。
し
か
も
現
在
、
大
手
国
内
ク
ロ
ッ

ク
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
機
械
式
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
生
産
は
ゼ
ロ
だ
。

一
度
、
技
術
が
途
絶
え
れ
ば
、
復
興

に
は
長
い
年
月
と
費
用
が
か
か
る
。
だ

か
ら
そ
の
技
術
を
知
る
人
か
ら
学
び
、

新
た
な
人
材
を
育
て
た
い
。
そ
の
実
践

の
も
と
に
「
悠
久
」
は
誕
生
し
た
の
だ
。

「
悠
久
」
は
北
宋
時
代
の
技
術
に
学

び
な
が
ら
、
水
力
に
代
え
て
高
精
度
の

鋼
球
を
用
い
、
そ
の
落
下
す
る
力
で

�
水
車
�
を
動
か
し
な
が
ら
も
ク
オ
ー

ツ
時
計
の
精
度
を
実
現
す
る
な
ど
、
昔

の
技
術
と
最
新
の
技
術
を
、
機
械
式
時

計
に
熟
練
し
た
技
術
者
が
結
び
付
け
て

完
成
さ
せ
た
。

山
本
さ
ん
の
父
は
飛
行
機
の
整
備
の

仕
事
を
し
て
い
て
、
家
に
は
い
ろ
い
ろ

な
工
具
が
あ
っ
た
。
小
学
生
の
時
か
ら

ラ
ジ
オ
、
ラ
ジ
コ
ン
な
ど
を
組
み
立
て

た
。
科
学
に
は
人
一
倍
、
関
心
を
も
つ

少
年
だ
っ
た
。
だ
か
ら
お
の

ず
と
大
学
で
は
機
械
工
学
を

選
ん
だ
。
大
学
時
代
は
車
が

好
き
で
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
関
東
甲
信
越
ミ
ド
ル
ク
ラ

ス
の
年
間
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な

っ
た
。
根
っ
か
ら
の
機
械
好

き
、
ぶ
れ
る
こ
と
の
な
い
一
筋

の
道
を
歩
き
続
け
て
い
る
。（Ｋ

）

平
成
十
七
年
度
の
学
長
表
彰
式
が
三
月
十
六

日
、
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
会
館
で
行
わ
れ
、
式
に

は
学
長
、
各
学
部
長
を
初
め
教
職
員
、
受
賞
者

ら
総
勢
約
百
八
十
人
が
参
加
し
た
。
学
長
賞
に

一
団
体
と
個
人
一
人
、
学
生
部
長
賞
に
三
団
体

と
個
人
三
人
を
は
じ
め
、
全
体
で
団
体
の
部
九

団
体
、
個
人
の
部
三
十
八
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

式
終
了
後
の
祝
賀
会
で
は
、
受
賞
者
が
今
後

の
抱
負
を
語
っ
た
。
学
長
賞
の
舞
踏
研
究
部
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
会
場
を
一
層
華
や
が

せ
、
ま
た
肩
を
組
ん
で
校
歌
を
歌
い
、
先
生
ら

も
交
え
て
和
や
か
に
懇
談
し
た
。
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